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 明日の豊かな漁業をめざして

 一健康管理に取り組んで一

 垂水市漁協婦人部和田イツ子

 1地域及ぴ漁業の概況

 私達の垂水市は、大隅半島の西北部鹿児島湾に面するほぼ中央にあり、鹿児島市と大隅地域とを結

 ぶ海上・陸上交通の要に位置しております。

 気候は、年間平均で20.4度と温暖で、面積は162.63k孟、海岸線が長く37㎞におよんでお

 ります。

 垂水市には2つの漁協があります。鹿児島湾中央部の桜島と接する北側にあるのが牛根漁協で,

 南側にあるのが私達の垂水市漁協です。

 垂水市漁協の平成5年度末現在の組合員数は、正組合員470名、准組合員272名、合計742

 名で、主な漁業種類として魚類養殖・小型まき綱・小型底びき綱・刺し揮・一木釣・延縄・定置網等
 が営まれており,平成5年度の水揚量は6千25トン,59億8首55万円でした。特に養殖業の

 比重が大きく,地域における基幹産業としても重要な位置を占めております。昭和35年に県内初

 ㍗小割式イケス魚類養殖が行われて以来,幾多の災害・経営危機をも乗リ越えてきております。
 特に、平成元年7月の台風11号では壊滅的な被害が発生し、復旧に向けて婦人部員も炊き出し等

 の作業におわれ必死でした。

 「天災は忘れた頃にやってくる」といいますが、自然の力、自然の怖さを改めて痛感しあの時の教訓

 を糧として、恵まれた自然環境を十分配慮しながら母なる海を大切にしてハマチ・ブリ等の養殖「日

 本一」をめざしたいと考えております。

 2組織の概況と運営

 私達の婦人部は昭和37年4月に結成され、今年で32年目になります。

 現在、部員は155名で部長1名、副部長1名、書記1名、会計1名、監事2名、班長19名の役員

 が中心になって、活動に取り組んでおります。

 日頃より婦人の地位向上はもちろんのこと漁協との連携を強め「明るく豊かな漁村づくり」をめざ

 して実践活動に励んでおります。

 明るいニュースが途絶えがちな中で、今こそ浜の婦人が手と手を取り合い、更に皆の力を結集して

 がんばらなければならないと思います。

 主な活動内容は、健康管理活動・魚食普及・生命と海と自然環境を守るために天然せっけん普及運

 動・貯蓄推進に努め、積極的に学習会、浜清掃讐に取リ組み活発な婦人部活動を展開しております。

 その中でも私達婦人部は、健康問題を重点活動項目として永年取り組んで参りました。



 3活動の動機

 私達の漁協は、養殖業に従事する人が大部分を占めております。ハマチ養殖に従事する私達は、労

 働時間が不規則なため健康を損ないやすい生活環境にありましたが、自分たちの健康管理にはほとん

 ど無関心な人が大半でした。

 特に4月～7月にかけてのモジャコ時期は、朝4時から夕方6時頃までの作業が、また年末ピーク

 を迎える出荷時期には、市場の世りの関係から冬の朝4時から作業に従事世ざるを得ません。このた

 め、食生活もっいっい不規則にならざるを得ない実情です。

 しかし、昭和56年から始まった組合員の健康診断の結果で、30代から肥満・高脂血症・肝臓病

 が多いという指摘を受けました。このままではこれからの漁業を担う人々の健康は守れないという危

 機感から、婦人部が中心になって市衛生課や健診機関、普及所の協力を得て「健康づくり活動」に取

 組み、以来14年間私達の婦人部活動の重点活動項目として実施しております。

 4実践活動の状況

 「漁業経営の安定と漁村の発展はまず健康づくりから」とのキャッチフレーズを掲げ、昭和56年

 から定期的な健康診断を始めました。当初は受診者が少なく、とても苦労されだそうです。このため、

 健康診断の意義について講師を呼んで学習会を開き、又、健康診断の日は餌止めするなど受斧しやす
 い環境づくりに努めました。さらに婦人部の班長は、各班を巡回し、一人でも多くの人が受診出来る

 よう地道な活動に取組みました。

 市衛生課が昭和57年度に実施した「ハマチ養殖漁業従事者生活実態調査」では、

 1作業時間が午前6時～11時で一日二食主義の人が多い。

 2甘い菓子・パン・清涼飲料水等を間食に食べる人が多い。

 3調査対象の6割の人が野菜の摂取が不足しているなど食事のバラン

 スがとれていない。

 という結果が出されました。漁協婦人部では、この結果をもとに健康づくりについての意識を高めて
 もらうために話し合いを行い、定期健康診断に併せて健康教室を開き、実行することとしました。
 ここで、昭和60年に始まった健康教室のひとコマを紹介します。
 まず、健康診断の結果について保健婦さんから説明を受けたところ、自分たちの食生活を改める必

 要があることを知り、話し合いました。すると「何をどれだけ食べたらよいか分からない。」という
 人もいました。そこで、栄養士を招いて理想的な栄養の取り方を学習しました。例えば80キロカロ
 リーの食品は野菜ではこれくらい、お菓子ジュース等実物を手にとって見たり一人一人の必要な栄養
 所要量を計算し、自分の献立に直してならべました。皆、量が少ないことにびっくりしたり、野菜の
 摂り方が少ないことをあらためて実感しました。

 次に栄養についての学習では、食べたエネルギーを体を動かして使うことが大切なことをお教わり
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 ました。

 市が行う「300キロカロリーチャレンジ事業」との合同学習会でストレッチ体操をした後、カロリ

 ーカウンターを付けて80キロカロリー消耗するために歩行をしてみました。「どの位運動すれぱよ
あゆ

 いか。」の体験学習です。歩けども歩げどもカウンターは微量しか増加せず、「こひっこ歩んでんこ

 げなもんかね。まこて痩世んもんじゃね一。」と思うことでした。皆、動いて痩せるのは至難の技と一

 悟ったようです。また、食事を徹底分析して食べる量や食べる内容を検討する必要があることを一同

 痛感いたしました。「病は口から」という言葉がありますが、ほんとうにその通りだったのです。

 このようなことから、健康を守るために私達は、地域全体の食生活習慣を改めるよう皆で話し合う

 ことになりました。グループ同志で話し合うと多くの問題が出てきます。例えば、①自分の家に来客

 があった時お茶だけですますのは相手に失礼にあたる。何もださないとケチだと思われそうだ。

 とのことから、お菓子や甘い飲み物でもてなすことになりがちでした。②逆に訪間先で出されたもの

 を食べないと失礼になる。③更に嫁が姑に甘い物を制限することは角がたっとの意見もありました。

 このようなことは、皆が協力して地域ぐるみで解決していかなければならないということで、お茶菓

 子を出さない運動や缶ジュースを麦茶や牛乳に変えようと話し合いました。

 また、健康を維持するには運動が大切とのことから、グランドゴルフ木会をはじめました。今では
 恒例の行事になったグランドゴルフ大会は、部員のストレス解消と親睦を深めること、それに健康づ

 くりという多くの目標を掲げて実施しているものです。

 桜島の見えるグランドで珍ブレー好プレー、ホールインワンなどの大歓声が湧き大変にぎやかです。

 婦人部では、自分たちでそろえたグランドゴルフ用具で練習しており、大会の目はその成果が発揮さ

 れる日です。

 また、グランドゴルフに接することから、日頃車ばかり利用している生活の中で、徐々に歩く習慣

 が身にっきました。

 一方、食生活においても学習会を開き、魚料理のアイディア紹介や魚にはDHAという成分が動脈

 硬化や脳の老化を防ぐということなどを勉強しています。

 今後とも魚料理講習会の開催を増やし、より一層の魚食普及にも努めていきたいと思っております。

 このように、健康問題については、いろいろな方法を取り入れて取り組んでおります。

 まず、毎年婦人部員からの意見を求め、1年間の計画を立てて実施しております。1年間の学習内

 容は別表3のとおりです。

 以上が、私達婦人部の取り組んでいる健康問題に係わる活動内容です。

 5活動の成果

 昭和56年頃、健康診断が始まったばかりの頃は、健康に対する関心は高くありませんでしたが、

 健康診断や健康教室等を定期的にするようになり年々高まってきました。自分の健康診断の結果につ

 いても理解が深まるにつれて、『コレステロールの善玉が低いからまだ運動がたりない。』等という

 会話が浜で交わされるようになり、健康問題への意識の高まりを感じています。

 次に健康診断の受診者は表4のとおり徐々に増加してきております。

 地域ぐるみで検診日だけは餌止めし多くの人が受診できるように協力を得たことや、婦人部の積極的

 な活動が実って徐々に受診者数を増加させることが出来ました。.
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 Uターンして漁業に従事する人や、後継者の人たちも定期的な健康診断を受診し、次代の漁業を担

 う一家の大黒柱の健康管理に役だっています・

 また、グランドゴルフやウォーキング等のスポーツやレクレーションを取り入れた健康づくりにも関

 心が高まってきております。朝夕に海岸を歩いている人、グランドゴルフ同好会でナイター練習をし

 ている人などをみかけると、私達の地道な活動が生活の中に浸透してきているように思います。

 最近の健康診断の結果によると、昭和56年に健康診断を開催した当初の頃に比較して、全体的に

 高脂血症の人、肝臓の悪い人、肥満の人がやや低下してきており徐々に改善の兆しがみられます。

 6今後の計画・問題点

 まず、これまで一っ一つの積み重ねによって生まれた婦人部活動を、地域に密着した運動として展

 開することです。健康で明るい漁村づくりを目指すには、婦人部を通して若い母親等も積極的に活動

 に参加してもらって、次の世代のリーダーとして育成してゆく必要があります。

 また魚食普及に関しても、魚の成分には成人病予防につながるEPA・、DHAというものがあるこ

 とをPRし、若い人達にも好まれる多くのアイデア料理を紹介していきたいと思っています。
 私達婦人部の目標である「健康管理活動」は、家族の健康を預かる主婦が先ず食生活を改善し、健

 康づくりに努めることです。このためにはあらゆる勉強会や健康診断等にも積極的に参加して私達主

 婦がまず健康で、又世界にも目を向ける広い心や視野をもって家族の健康管理をしてゆくことが家族

 の幸福や漁業経営の向上へっながるのではないでしょうか。



 垂水市漁協海面漁業,養殖業生産量の推移 表1
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表3

 健康教室年間スケジュール

  学習内容開催時期

  1.年間計画の検討7月

  2.救急処置8月

  3.子供の食生活、肥満、おやっの問題8月

  4.魚のアイデア料理・魚の効用9月

  5.「健康づくりと運動」講演会9月

  6.高脂血症の予防と運動の効用10月

  7.グランドゴルフ大会11月

  8.健康診断の食生活事前学習会1月

  9.健康診断1月

  10.健康診断結果報告会2月



表4
健康診断受診者数
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行事予定 表5

  月別内容

  4月第36回漁婦連通常総会

  平成5年度垂水市漁協婦人部通常総会

  漁婦役員会

  地区新委員親睦会

  6月石けん販売(第1回)

  7月海岸清掃作業

  健康教室(学習会)

  お返し廃止のし袋普及月間(～8月)

  8月健康教室(学習会)

  家計簿記帳推進月間(～9月)

  天然石けん特別普及推進月間(～10月)

  9月九州・山口地区漁協婦人部研修会

  第31回全国水産業従事者グループ研修会

  魚料理講習会

  健康教室・石けん販売(第2回)

  10月健康教室

  11月湾東地区漁協婦人部研修会

  健康教室(グランドゴルフ大会)

  .第25回県婦人大会

  12月海岸清掃作業

  1月県漁村青壮年婦人活動実績発表大会

  健康教室

  2月生涯学習大会

  厚生連健康診断

  健康教室(健康診断結果報告会)

  役員研修旅行

  3月年度末貯蓄推進運動
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 シマアジ飼付け漁業に取り組んで

 屋久町漁協あゆみグループ

 1地域と漁業の概要

 私の住む屋久島は,鹿児島市よリ南へ130㎞の海上に浮
 かぶ周囲105㎞の小さな山岳島である。中央部には,洋上
 アルプスと呼ばれる宮之浦岳をはじめ,2,000m級の山々
 がそびえ立ち,また,月に35日雨が降ると言われるほど降
 水量も多く,縄文杉を始めとする豊かな自然を育んでいる
 (図1)。

 人口6,626人の屋久町は島の南半分を占め,トビウオ,
 ポンカン,タンカン,ヤクスギエ芸品を特産物とする気候
 の穏やかな町である。

 私の所属する屋久町漁協は,正組合員89名,准組合員
 22名,計111名から成り,平成5年度の水揚げは,934・t,
 4億8千万円で近年ほぼ横這い状態である(図2)。

図1位置図

箕作順二

 漁船階層別にはほとんどの船がO～5トン未満の小型船となっている(図3)。
 また,主な漁業は,トビウオロープ曳き,瀬物一本釣リ,アサヒガニかかり網,小型定
 置網等である(図4)。

元年2年3年4年5年

年度
 磨トビウオロ】プ曳網團1本釣り国その他^灘資金額

 磨卜1t国1～3t国3～5t腕5^

 図2漁業種類別漁獲量の動向  図3階層別漁船隻数の動向

               漁業種類456789101112ユ23
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               トビウオ流し網
               ハマトビハマトビ

               一本釣り
               ハかツオ瀬物瀬物瀬物タルメシマアジアオリイカ
               アオリイカ

               延亀
               スギアラ,シロダイ,アオチピキ.他アラ、シロダイ,アオチビキ.他

               トコブシ漁

 図4主な操業パターン



 2グループの組織及び活動の動機
 屋久町漁協あゆみグループは昭和52年1月に発足し現在部員数25名,平均年齢32歳の
 比較的若手の多いグループである口主な活動としてはトコブシ,マダイの放流,スポー
 ツ大会の主催,各種祭典への参加等である。
 また,部員の大半は4～11月にはトビウオロープ曳漁に従事しているが,12～3月に

 は,瀬物一本釣リ等を行っている。

 従来から12～3月は時化が多く,沖合いでの操業が難しいうえ,これといった対象魚
 種もなく,この時期に対応する魚種,漁法がないものかと思案していた。
 このような状況の申,次の動機によリ冬場の組み合わせ漁業の目玉として,シマアジ

 飼付け漁業の導入に取リ組んだ口

 (1)資源的に未利用である

 シマアジは,混獲魚として僅かに漁獲される程度で,ほとんど利用されていなかっ
 た。反面,遊漁者によって大型魚の釣獲がなされていた。
 (2)高級魚とされ高価格が期待できる
 大都市市場の平均単価は2,500円/㎏前後で比較的安定している。

 (3)他県や他地域で飼付けの取リ組みがされている
 高知県では飼付け漁業に,また,指宿,奄美では飼付け型栽培漁業について取り組

 みがなされている。

 (4)冬場の時化が多い時期でも出漁が可能となる
 飼付け漁場を極沿岸に設定できる。

 (5)初期投資が小さくてすむ
 飼付け場の整備や漁具の作成に要する経費は小さくてすむ。

 3活動の状況と成果

 (ユ)飼付け漁業の開始

 平成3年12月,数隻が掛かリ釣りによりシマアジを漁獲し,漁協にも日に1.5～2.O
 Kgのシマアジが数尾づつ水揚げされるようになった。

 このことは,飼付け漁法を始めようとする私達にとっては朗報であり,取り組みに
 半信半疑だった者も興味を示すようになった。

 このような状況の申で,飼付け漁業に参加する船の代表が集まり,①漁場,②飼付
 け施設,③飼付け方法,④飼付け管理,⑤漁業管理の検討を行った日

 このうち飼付け施設,まき餌等経済面については町に協力をいただいた口
 漁場は水深30～40mの砂地で転石が点在し,時化でも出漁可能な漁港から近距離の

 ところとした。

 施設は漁場の特性を考慮して図5のとおりとした。

          フ0一ト鏡ウキフp一ト、・''二           ●標臼灯

          /6m＼2mノ一           一

          一

          τ納■め

          ヨリトリ

          水リ0一プ50㎜3o㎜
          カブセ強(`,識〕水僚35m

          ワイヤー一m日、5K拓

          30}アンカー釣3㎜

 図5飼付け施設
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 飼付け方法としてはエサ,まき餌の量などについて検討を行った。
 飼付け管理としては飼付け作業や蝟集状況の確認について検討した。飼付け作業に
 ついては,4～5隻がグループを作リ当番制で行うこととした(表1)。蝿巣状況の
 確認は飼付け作業時に魚探により確認し,同時に潮の状況なども合わせて日誌に記録

 することとした(表2)。

 表1シマアジ飼付け餌まき当番表  表2シマアジ飼付け試験事業日誌

 漁業管理としては漁協による漁獲量の管理や資源管理について検討した。資源管理

 については,活魚水槽への投入時間等を考慮して操業時間を午後3時までとし,土曜
 日を休漁日とした。

 以上をまとめると表3のとおりである。

 表3検討会における検討事項と検討結果

    検討事項内容検討結果備考

    漁場水深30～40m

    底質砂質十転石

    港からの距離出来るだけ近く

    飼付け施設別区簡易で安価,また遠い潮流に耐図5
    えられるような施設

    飼付け方法エサタレクチ,オキアミ

    まき餌4箱(H4～タレクチのみ)

    飼付け管理投餌方法4～5隻一組の当番制表1

    蝟集状況の確認投餌時に漁探にて確認表2

    漁業管理漁獲量の管理体重別漁獲尾数をパソコン管理
    資源管理

    休漁目の設定土曜日休日

    操業時間の制限午前6時から午後3時まで

 当初決定した漁場では飼付け開始後7日間を経過しても漁獲が見られなかったこと
 から試験を中止した。

 その後,遊漁者や掛かり釣りによる釣獲状況から新たな漁場に変更して再度試験を
 実施した。この漁場では,飼付け作業を開始した直後から帽集が見られ,約30隻が集
 団で操業し想像以上の漁獲があった。
 (2)飼付け漁業の現況

 漁期は概ね11月から3月で年によリ若干の差が見られる。

 漁獲されるシマアジの大きさは漁期はじめは比較的大型の3～5㎏が多く,後半は
 ほとんどが小型の1～2㎏級となる(表4)。飼付け漁業によってシマアジはもちろ
 んイシダイ,カンパチ,タマメ,青チビキ等も漁獲される(図6)。
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 回6飼付け漁業での魚種別漁獲金額の動向

 開始後3年間の各漁期(11～3月)の飼付け漁業による漁獲量,金額は,平均で5
 トン,17百万円程度である。同じ漁期の一本釣りに対する割合は漁獲量で約16%,.金
 額で約31%となっている(図7,8)口

 国7焼付け潰業と一本釣リの潰獲量及ぴ依存度の動向  国8観付け鱗と一本榊の鮒金搬雌存度の動向

 月ごとの飼付け漁業による漁獲金額の依存度は平均で約30%で,最大では約70%に
 も達している(図9)。

 図9月別の飼付け漁業と一本釣の漁獲金額及ぴ依存度の動向

生産金額

飼付
一本釣
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 平均単価は,シマアジで3,000～4,800円/㎏,イシダイ,カンパチ,
 他の魚種で1,500～4,000円/㎏となっている(図10)。

 タマメ等その

 (3)漁具漁法の改良

 当初仕掛けについてはホタ釣りの仕掛けを基本として流用していた(図1ユ)が,次
 のような問題点が生じた。

 アバリス切れや口切れでぱらすことが多い

 クッシヨンゴムが短いためシマアジの強烈な引きと口の弱さに対応できない。
 イまき餌の調節ができない

 まき餌篭にあんどん篭やロケットを使用していたため,潮流の速いこの海域では
 魚のいるタナまでまき餌が届かない。
 ウ道具のトラブルが多い

 針が多いため道具がからまってしまうことが多い。
 工針によリ瀬がかりに差がある

 従来使用していた小ダイ針を用いた場合,底を流すと瀬がかりが多い日
 このため次のような改良を行った(図12)。

 オクッションゴムの強度と伸びを研究し,テンビンの上部に7～10mの長さのもの
 を取り付けシマアジのハリス切れや口切れ対策とした。

 カまき餌篭をあんどん篭から傘袋へと変更した。この傘袋は従来のものの上部に開
 口部の調節可能なように網を付けたもので,まき餌の調節ができるようにした。
 キ針数を5本から2本へ変更した。

 ク針は小ダイ針からムツ針に変更した。その結果,瀬がかりは少なくなった。
 ケハリスについては,クッションゴムを長くしたことで,当初の工2号から7号程度
 まで落とすことが可能であることがわかったが,資源保護を考え10号を使用するこ
 ととした。

 図10月別の飼付け漁業の魚種別生産量及び平均単価の動向

生産量
シマアジ“ その他

平均単価

 図11当初の仕掛け  図12改良後の仕掛け



 その他の改良としては次のとおりである。

 (1)まき餌をムロ等の雑魚が好むエビ(オキアミ)からタレクチのミンチに,つけ餌
 をエビからキビナゴに変更した。

 (2)食いに応じ良いときはタナを上げ,悪いときはタナを下げて釣る。

 (3)群れて回遊するため,食いが起こってきたら集中して素早く釣る。
 このように漁具,漁法等についてかなりの改善が図られたが,未だ改良点も多く,

 今後更に研究していきたいと考えている。

 (4)流通の改善

 当初漁獲された魚は,活魚として鹿児島市場へ出荷したが,2千円程度で期待した
 値が付かなかったため活魚出荷は取りやめた。
 そこで,一旦活魚水槽にストックし,翌朝活け〆し地元出荷を行っている。現在の
 ところの価格は,3,000～5,000円/㎏である。地元伸買業者によれば大都市圏へ出荷
 されるようである。

 シマアジは非常に繊細で荒く扱うとrやけど」やrすれ」が発生し魚価に大きく影

 響を与えるため,漁獲物の取扱いの改良を行った。
 ア釣り上げた魚は魚体を痛めないように結節のないモシ網でできたタモで取り込み,
 柔らかいマット上で針をはずし,素手でさわらないように素早くイケスに入れる。

 イ水揚げの際は所有者が判別できるように,あらかじめ船ごとに決められた色付き

 ゴムなどによリ尾を縛り,活魚水槽に投入する。
 ウ計量は翌朝活け〆の際に行い,「すれ」「やけど」が発生しないように極力注意
 する。

 工鮮度を保つために,しめた後水氷に30～40分浸け,血抜と魚体の冷却を行う。

4波及効果

 シマアジ飼付け漁業では,シマアジだけでなくイシダイ,カンパチ,タバメ等対象魚
 以外の魚種が数多く漁獲され,工夫次第で他の高級魚の漁獲も見込まれる。これらの魚
 種のうちカンパチについてはシマアジ同様翌朝活け〆した後,タパメ,イシダイについ

 ては活魚として鹿児島市場へ出荷し良い成績を上げている。

 また,従来の1泊2日航海の沖合一本釣では危険がともない様々な面で不安がつきま
 っとていたが,この漁法を導入したことにより,それらの不安が解消され,出漁日数も
 増え,身体的に楽になった。その上,休漁日はもちろん朝夕子供と一緒の時間を持つこ
 とができ,家族サービスもできるようになった。漁場が近海であるため日曜日には息子
 と一緒に漁に出ることもあり,いずれは後継者になってくれないものかと考えている。
 12～3月にかけて最も時化の多い時期に,操業の安全が図られるのに加えて燃油の節約
 も可能となった。

 これらのことを考慮すると,このような高級魚を対象とする沿岸での漁業は省力化,
 安全操業を目指している私達にとってまさに目標とするものである。

 値にも,いままでトビウオロープ曳き漁のみで一本釣りに興味を示さなかった着い後
 継者が,このシマアジ飼付けを機に釣りにも目を向けるようになり,一本釣リを覚え,

 潮の流れ,魚の動き,天候などトビウオロープ曳き漁では他人まかせであったことを,
 己の肌で覚え,漁師としての資質の向上が図れたのではないかと考える。

 5今後の課題と展望について

 年々一本釣リによる漁獲も減少傾向にあり,飼付け漁業のような高度な管理のできる

 漁業を目指し,シマアジの生態の研修も行い,人工種苗による放流を含め飼付型裁培漁
 業の可能性も探っていきたいと考えている。

 さて,近年作リ育てる漁業が叫ばれている中,私達の屋久町漁協もトコブシ,マダイ
 の放流やイカシパ,築磯等の漁場造成も行っているが,今後乱獲による資源の減少を繰
 り返さないように,漁場と資源の管理を行っていくことは重要な課題であると考えてい
 る。
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 最後に,このような資源管理型漁業を推進できるよう,新漁法の導入,新魚種の放流,
 漁場の管理などについて,町はじめ各漁協,県・普及所などの益々の御支援御指導をお
 願いする。
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 海づくり・魚づくり・人づくり

 青壮年部活動を通して

 かいゑい漁協育壮年部 坂元茂教

 1地域と漁協の摂要

 私の所属しているかいゑい漁業協同

 組合は,薩摩半島の南端に位置し,昭

 和50年3月知覧町漁協と合併した結

 果,現在,開聞町・頴娃町・知覧町の

 三行政区威にまたがる漁協となってお

 り,本所を開聞町川尻に,西部支所を

 頴娃町別府石垣に置き,各種経済事業

 を行っています。.

 管内にほ37km.にも及ぶ長い海岸

 線を有し,地先漁場は黒潮の影響を受

 け比較的水温は高く,また開聞岳周辺

 は天然礁にも恵まれており,大型定置,

 小型定置,刺網,曳縄等の好漁場とな

 っています。また,当漁協組合員は地

 先漁場での操業の外,中型旋網,一本

 釣,延縄漁業を中心に,種子島・十島

 周辺海域まで出漁し操業してい婁す。

 図1かいゑい漁協位置図

 図_2漁獲量に占める漁業種類別割合
(平成5年度漁協資料)

平成5年度
 5.a種トン

 まき網173

 一本的り

定置賜酩1

刺掘佃.6幻

 図3'漁獲額に占める漁業種鰯脚合

 まき網`35.跳j

 その他
(平成5年度漁協資料)
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 2言壮年部の設縦と遷宮

 かいゑい漁協青壮年部は,沿岸漁業の発展を図ると共に,将来.地域社会の中里的漁業
 者となるべく会貢の科学的・自主的・協調的人間づくりと会早相互の親睦を図ることを目
 的に昭和54年6月に漁業後継者28名で発足しました。
 役員ほ,会長1名・副会長1名・支部長ユ名・会計1名・監事2名で.地区が広範囲に
 またがる漁協の特性上支部長制を引いています。
 現在会員ほ18名で.そのづち定置網に従事しているのが14名,刺網・一本釣が4名
 ですが,年齢構成は図4のとおりで,若手の加入が少ない上に.会員が年々歳を重ねてい
 く状況です.「この婁までほ昔年部の存続すら危ない.」と,篶々話題となっていました。
 「青年部の規約を改正し,年齢資格を満45歳以下から満50歳以下に引き上げたらどう
 だろうか。しかし,それほ本当に意味のあることなのか。』と.私たちは考えました。そ
 ういう申で,今年度育年部を卒業する予定であった方が『年をとると物事を保守舳こしか
 考えられなくなり,新しいことに挑戦しようという意欲も情熱も薄れてしまう。そこで2
 0代30代の若者の熱気ある発想を分けてもらい.その代わりに自分の培ってきた緩験を
 教えよう。そしてまた一緒に頑張って行こう。」の一言で,問題はひとまず解決しました。
 よって青年部を改め青壮年部となった次第です。これでより中身の濃い活動内容も期待で
 きるのかもしれません。しかし,このことほ残念ながら本当の解決にほ至らず,今後議論一
 していかなけれぱならないひとっの大きな課題であります。

 図4年齢別青年部員数の推移

 ～2日威  21～25履  26～38尿  3ト35歳  鍋～吻厨  41～蛎歳

 46～50竃

表1平成5年度青壮年部収支決算書
単位:千円

      収入支出

      科目金額摘要科目金額摘要

      会費45619名X2,000円x12ヶ月研修費1.0コ2

      助成金(漁協)180密漁監禰0,活動助成金130会議費増7総会,月例会.撫育運総会

      マダイ中間育成453負担金79撫育連負担金

      雑収入96搬41マダ仲間育成,げキ・励湛減

      研修視察賃担金1501三名x10,000円雑費王2プミ袋代.定担借入利忠他

      前年度繰越如6次隼慶森越240

      合計1.7411.741



 3育壮年部活動の概要

 私たちの青壮年部の活動は.月例会や部の最高調決裂関である認牽で決められます.年
 間のスケジュールは妻2のとおりですが.今回ほ,萬場違成,マタ'イの中間育成・放流等
 を中心にr溝づくり・魚づくり・人づくり」の観点からお爵したいと思います.

 妻2育壮年部活動の年間スケジュール

 活動項目＼月

 音壮年部の活性化と対外交流

 ・通常総会及ぴ月例会

 ・県漁協青年部連合会事業への参画

 ・南薩水産普及協議会事業への参画

 ・県漁棄振興大会への参画

 資源管理型漁業の推進

 ・マダイ中間育成・放流・飼付げ

 ・ヒラメ放流

 ・カサプ中間育成・放流

 ・ヒジキ場造成・追跡調査

 ・ワカメ場造成・追跡調査

 ・イカシバ投入・追跡調査

 漁場現境の保全

 ・海岸清掃

 漁業経営の安定と新技術の学習

 ・密漁監視

 ・研修視察

 ・各種研修会への参加

 胞域興しの推進

 ・各胞産糞祭・港祭への参画



 (1)海づくり(藻場違成)

 藻場は,稚魚の保育場や隠れ場として大切な働きを持っています。放流された稚盆の
 生存率も蕩場があるかないかによって変わってくるのだと思います。
 以繭は開闘岳周辺の地先はホンダワラ類が繁茂していましたが,昭和53・54年の

 頃から急に消えてしまったと聞いており.現在はほとんどあり婁竜ん.

 そこで,ヒジキの藻場違成を平成2年から試験的に行ってきました。ます初めに,。成

 熟したヒジキを玉ねぎ袋に入れ,それを延縄式に吊るし受精卵の付着を試みましたが
 (母種移植)うまくいきま暫んでした.次ぽヒジキの楓の付いた岩製を直接削り取って

 試験場所に遠乾セメントで接着しましたが(ヒジキ根岩盤移設),これもうまくいきま
 せんでした。どうすればいいのか悩んでいたとき,当時の普及員が,専門技術員に相談

 したところ,ヒジキのついた玉石を持ってきて投入したらどうだろうか(母繭玉石移設)

 ということだったので,それも試みましたが残念ながらだめでした。「さあいよいよ今

 年ほどうしたらいいものだろう。」と悩んでいたところ.幸運なことにその專門技術員

 が私たちの普及所の所長として就任され,直接指導して下さったのです。

 それほ,真新しい山石を取って来て,それをきれいに洗浄し活魚タンクの申に沈め,
 そこに成熟し老ヒジキを淳かぺます。そして下カ、らエアレーションをかけて受精卵を直

 接山石に付着させ,確認してから海に設置するという方法ですが,まだ結果ほわかって

 いません。

 ヒジキは藻場としての他に健康志向食品としても期待されており,何とかヒジキの藻

 場ができないものかといっも考えています。

 ヒジキ場造成は失敗の連続ですが.成功しているものもあります.それほワカメ場造

 成です。これも平成2年から着手しているのですが,漁協に購入していただいたワカメ
 の種糸をロープに巻き付けて延縄方式で沖出ししています。もともとこの地域はラカメ
 は自生していなかったようですが,現在でほ自生のワカメもかなり見られています。口
 }プの芽株から胞子が出て,それが岩に着いてワカメに生長したものと考えられます,
 しかしながら,昭和50隼代前半の藻場に比べたら気休め程度で,まだまだ及びません。
 このような磯の状況で,「稚魚ほどうしているのか。私たちの中間育成・放流してい

 るマダイの稚魚はどこでどのように生活しているのか。」という疑問が生じて来たので
 す。

表4夏場遺成実目

隼婁(舳)

2

1・ 1・ 1・ !・項目

 ヒジキ場達成

母種移植

 ヒジキ握岩盤移設

母演玉石移設

人工採苗

磯掃除

 ワカメ場違成

 種糸の延縄



 (2)魚づくり1(マダイ申聞育成)
 そ二で言壮宇部のもう一つの大きな活動であるマタイの中間育成・放流についてお話
しします,

 近年.資源管理運漁業の定着が進みつつありますが,私たちのかいゑい演雷でも表3

 のとおり.昭和6ユ・62年度にガザミの中間育成敗涜.昭和61年度からヒラメ放節.
 そして昭和63年度からマダイの裁堵技術響得事業を導入し,青壮年部が種昔の受入れ
 から申閥育成そして放流まで引き受労て行っています.養殖技術に乏しい私たちが.マ
 ダイの中間育成を始めるには大変な書分がありました。なぜならば,私たちの組合は外
 洋に面しており養殖簑が導入できず,また煮にも重まれ漁場はすぐ目の餉にあるという
 利点を生かし,酵度の高い魚を出荷できることから,活魚としての取扱いも必要がなか
うたからです.

 妻3申閥育成・放流実頼

        魚種集塵受入受入一中間育肢放流.放流裏業名
        尾段(尾)ツ杯(㎜)目敏(目)尾数(尾),何(o)

        マタイ固50.0003τ.o4542,00090.O畿塔技術習得事実

        元仙,ooo37.855一班,000則.0"
        ".・・150,OOOτ3.4広域裁壌パイ1コット事実

        2工80,00034.コ増150,OOO7工、4〃

        3酉O.OOO34.a46ユ40,00075.9〃

        4ユ50,000増.84日1躯,060a1.a''
        5一50,00030.85工ユエO.㎝O78.0〃

        6一50.㎝O34.O42ユ掘,00081.2"

        ヒラメ刷n.500ヒラメ種苗故地■寮

        棚12,0口O"

        63一7,目OO80.0"
        〃20,00060.O量がな海づくり■業

        元拠,O00釦.0"

        2測,00D㎜.O"

        320,000租.9広域黎堵パイー岬卜移秦

        420.㎝O92,6〃

        520,00098.7''

        6拠,OOO81.9"

        がザミ証27,000C1136,130C3一■櫨宮単独夢業

        秘2口,oooC一1ヨ4,1弱Cザ4''

        カサゴ61,00035.o維競市績儘単独書.業
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 最初は,音壮年部の視察研修で魚類養殖やマダイの中間育成の先進地である坊溝町や
 山川町からその技術を一から学び,見よう見まねで中間育成に取りかかったものでした。
 しかし,年を重ねる毎に技術も修得・向上して中間育成・放流も順調に進んできました。
 この中間育成の技術が定置網に入鋼した魚やイカを蓄養して活魚として出荷する技術

 にもつながりました。更に,大網したものほ出来るだけ生かして持って帰るという波及
 効果も生み,漁協の活魚の取扱いも図5～6のとおり大幅に伸びています。青壮年部が,
 活魚の技術を自分たちのためだげではなく,漁協や組合員の方々にも波及したことを誇
 りに思っています。

 また,中間育成を行うことによってお金を得ていますが、これを育壮年部の運営費に
 売当して,先進地の研修視察箏の費用に使っています.平成5年度は,岡山ヘアマモ場

 造成の研修視察に行き,また金比羅さんに大漁祈願もして来ました。活魚の技術を身に

 つげられたぱかりでなく,その得たお一金で研修視察へ行き,そしてま足技術を屋く糧と
 する。つまりこのサイクルが,私たち育壮年部の活気ある活動を支えているのだと思う
 のです。

 1図5カ、いゑし燃.:=ま;げる鰯口1
単位千

マタイ イミノタイ ヒラメ イガ  その地

 図6.柵・ゑい漁菌にお胴劔卿活㈱額
 単位・百万



 (3)一点づくり2(マダイ放流)

 「放流したマダイは!僕らのマダイは!本当に元気に大きくなっているのだろうか?」
 青年部員一人一人の意識の中で,このような疑問がいっしか湧いて来るようになりま

 した。そして,月例会の話題にのぼるようになり,「中間育成の技術はある程度達成し
 た。しかし,マダイ稚魚の生活の場である蕩場が少ない上に.藻場造成も失敗の連続だ。
 藻場造成は継続して行くとして、マダイの生存率を高めるためには,どうしたらよいだ
 ろうか。」いろいろ考えた籍果,『放流方法を再検討してみよう。」という緒論に達し
 ました。

 平成4年度までほ,マダイは川尻漁港沖の皿型魚礁に放流していました。しかし,数

 日後にぼマダイを中間育成している港内に戻ってきているのです。最初は「鍋替え時に

 逃げたマダイだろう。」としか思っ一でいなかったのですが,よく観察するとマダイの魚
 群の数や尾数からして,そうでぼないことがわかりました。決定的に確信したのほ,タ

 グを打ったマダイが多くいたという理由からです。「それだったら最初から層心地の良
 い港内に放流・してあげよう。」という重見の一致を見たのです。そうすることで色々な

 利点が考えられるようになりました。。
 ア申聞畜成直後のマダイξま餌の取り方を知らないため,外海でほ餌を取りにくいと考
 えられます。その点港内には天然の餌もいますし,餌をまいて更に飼付けも行え幸す。

 イ中間育成直後のマダイは外敵を知らないので,外敵の少ない港内で徐々に順応さ
 せることができます。

 ウ中間育成直後外海に放漉されたマダイは巣固を形成する尾数が多いので,定置網に
 入った場合,大きな被害となってしまいます。それに対して港内に放流したマタイは

 小さな集団が徐々に外海へ出ていくため,定置網をすり抜け易い上に,仮に入ってし
 まった場合でも被害は少なくて済みます。

 平成5年度に放流マダイの一部を港内に放流したところ,9月末までほ港内に滞留し,

 台風シーズンが過ぎた後,次第に港外へと出ていきました。港内放流後の餌ほ漁協で購
 入していただきそれを私たちが与えてき要した。平成6年度は,中間育成後のマダイの
 90%を港内に赦涜しました。放流されたマダイほ.2～3ヶ月をかけて自然に順応す

 るカを身につ貯,次第に外海へ出て行くようです。どの位,生存率が陶土するかほまだ
 分かりま芭んが,少なくとも定置網に大網する数ほ激減しました。

 (4)人づくり

 マダイを港内に放流することで.川尻地区周辺の子供違が遊びに来てくれるようにな
 りました。海や魚に関心を待ってくれることほとても嬉しいことです。しかし,問題点

 も出てきました。それほ港内のマダイを海に遊びに来た人達が釣るということです。私
 たちが大切に育てて来たマダイが釣られてしまうのほ非常に残念なことです。放流マダ

 イであることや,漁業調整委員会の指示で15㎝以下のマダイは釣ってはい狩ないこと
 を知っている地元の人たちほ,再放流してくれますが,知らない人の方が多いようです。

 かと言って,マダイ釣りをやめるように注意するのは簡単ですが,「マダイを大切にし
 ながら,なんとか子供達や海k遊びに来た人達の足が還のかないようにする方法はない
 か。」とみんなで考えました。

 その結果,次のようなことを行えぽどうかと思っています。

 アこれまでも実施したことほ何一回かあるのですが,子供達の手によるマダイ放流を毎
 年行う。

 イ漁協で購入していただいた飼付け用の餌を,予俣達のお小遣いで買える10円単位
 のお金で買ってもらい,子供達にまいてもらう.隊んの箇かでも,自分達の手で育て
 たという意識を大切にしてもらいたいのです。
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 ウ''子供達が興味を持って更につくり育てているマダイ'一という.ことで,間接的に一
 般の人々が釣りを止めてもらえないだろうか;
 という3つのことを考えています。

 そこで私ほ,川尻漁港や国立公園に指定されている周辺の海岸が花見で履わう公園の
 ように多くの家族達れで特に子供遺でいっぽいになれぽよいと思います.そうなること
 で、子供達が興味を持って楽しく接している海に夫人がゴミを捨てる～:いうことが少し
 でも減少し,家庭からの油や汚水のたれ流しを止めてくれれぱ,海はもっともっときれ
 いになります。そして小さい頃から海に親しんでくれた子供違が,ゆくゆくは後継者に
 育ってくれるかも知れません。こういうことから海や魚を大切にしたいという意識が環
 壌保全へとつながって行くのでほないでしょうか。

4おわりに

 今,水産業を散りまく環境は厳しいとよく言われ,その申で特に人為的な影響による海

 洋汚染,乱獲による漁業資源の減少,漁業者の高齢化,後継者の激減が問題となっていま
 す。私たち青壮年部減,これまでお話ししてきたとおり「海づくり・魚づくり・人づくり」

 をモットーにこれからも活動を続けていくっもりです。地道な活動でほありますが,これ

 が,今後私たちが漁業を続けて行く上での基本であると思っています.しかし,私たちの

 脅壮年部だけでほ小さな力でしかありません。本日参加の青年部・婦人部の方々にほ必ず
 私たちの考えに.賛同していただけるものと確信して覚り婁す。私は皆さんにお願いしたい。

 「海づくり・魚づくり・人づくり」の活動の輪を大きくしていこうでほあり幸せんか。

 図7漁業を支える「海づくり・魚づくり・人づくり」の輸

海
 海づくり

 (点への愛着に
 よる環境保全)

呑卦

1童粘
I,1こ

 人づくり
 (海への愛着)

色
'、、、

 魚づくり
 (魚を育む)

人

 人づくり
 (点への愛着)

 魚づくり(中間育成・放流)

 O`海づくり'は,人による環境保全・藻場造成や点への愛着から生まれる,海を
 大切にする心によりなされます。
 O■魚づくり'は,溝が魚を青んでいることや,人による魚の申聞育成・放流等に
 よりなされます。
 O`人づくり'は.魚や海への人の愛着によりなされます。



 活気ある我らが漁協青年部

江口漁協青年部 西出良

 地域及び漁業の概要

 私の所属する江口漁協は,日本三大砂兵の一ってある吹ヒ浜の北都に位置し,ヂ易之元
 渥泉と焼きものの里美1』1のある東市来町と、品質の高い口直亙て名高い日割町グ.〕2・一パ1

 汕丁にまたかっています(図1)。

 、り1コ漁、協は,手組合員158名,准綿命

 デミ127戸1.言†2851呂'ニア)羊圭一{}負まカ、らなり.

 崎鮒勺.二序卵又、・仁素鋼の月二めにlI師遠海域に

 フ1海すイ・÷∴ノ.ハ.寧類を支一栄と.し.た1幾船舶ひ

 二・長1.・ゾ・キ・サワ・ラ減.し州

 一'キ1ニカIイ。を対象とした小'㌔㍗

 1'・'チー・j一.、=一年い弗の年間水揚圭1ヌ扱1、リ1ニカ.i、

 ・に1・支.'i・一11、一.三111・ジll・..・・,j1億70い一1汁

 と1右一.;て1.・。,去す(因z)。

 一・'、ll..一.,、,.j{;之、1ま迂一・い1一;一たか、

 r・・一一㌧1.・圭,す一一11一、「二、サパ才な漁雀か整1篇さ

 †.''!一.バ∵1苅港州ピ1-1はが浜公罵;1ち鄭

 ヨギー=上し三,・二I・一ピ・=一安・う1進一∴.ております.、そ

 'ク'一五グ,'隻を1:二け々.どもも(jつく'つしていろ

 讐、け.=:～1苅弓4年一.2夢才の日寺に家庭の事情で帰郷し,しばらくバ・二1チ網の生、産紺衛

 1:ち'棚してわ1フました。しかし,2～3年続いた不漁と私の加入していた生産組合は高

 弟1者か・多かったため,昭和59年に生産組合が解散した。)をきっかけに、思、いき・)て漁船

 1;・臓ス、し、一・本釣を足掛かりに.現存'では吾智網と各種刺網を組み合わした漁業を富ん

 で一い.圭す,、

 Ψ一成5年度漁業樽類別水揚げ(資料:業務報害警5.2.1㌔6.1.引)

閉] 位置固



 zタルーフ二組織と運営

 江口漁協青年部は,昭和53年に漁業技術の研究と親睦を目的として結成され,「現

 しきなかにも礼儀あり」をモットーに研修等を中心とした活動を行って来ました。現在,

 部員は14名で,大部分の部員はタイ類を対象とした菩智網とカジキやサゴシの流し刺

 網,冬場のヒラメ刺網などを組み合わして年間操業レています。結成直後は,部員が魚

 を捕るためだけの操薬に終始し,毎日が長時間の労働で,部員間のコミュ.ニケーション

 もなかなか思うようにいかず,お互いに批判をしあうような日々もありました。幾度と

 なくグループの解散も考えた事もありましたし,グルーブの中でも対立し,別々のク'ル

 ーフでの活動も考えた時期もありました。しかし,漁業に対する熱意や漁業経営に対す

 る考え方はほとんど同し1で・、将来の漁業経営のきびしさ,不安等を定例会等で語り合う

 中で,お互いの団結が強くなってきました。

 青年部の主な活動としては.月1回の定例会,定期的な港内清掃,先進地視察,学習
 会の開催,ふるさと港まっりへの参加,豊かな海つくり放流事業の協力、ヒラメの資源

 管理事業への協力,県内外の青壮年部との交流会.県漁看連活動への積極的参加,地元

 のボランティア活動等各種方面へ活発な活動を展開しているところです(表])。

 都の運営は,毎月1人3,O00円の会費と可及び漁協の助成金でまかなっており,平成
 三1年度の決算は888,434円でした(表2〕。

 '妻2)平11.一。■■室青株舳支決繁書…螂.;,ト欄,j2.川

 手キし.{

畜:会費

 事業収一ス、

雑収人

計

 ,......L..。.、.....皿、、一......、..」.、...一⊆整庫.1、削.
金桐響

 477,○1つO.3ヨ㎝Oバ3人x12月,3,u0(舳人x1ザ!

 j71.〕,(10リ1え熱伝三100,O00,田丁70,0uロ

 ユlC.387≡港まつり活魚・鮮魚販売代金

 j25,047;利息,その他縞貝カ金1
 一一一一一__一{一一_.___.一↓_._...一_.一_一一一一_....._一_一、_一一_._..一_.一..

888.43ぺ

 三～出(}){部

一

会議費

 研....苧.」竺.、、1、.
事業費

 ξ・手旦金

 ..一.一。.一.........一,.....一..__、..._..一......(二箏二律.1、.題.1し
 ・金額

 2・{5,2三4

48.8,78I'!

85,48(1)

 」i.9,リ.jr.j

 …19,εポ..1

 呉'=88,41う4

 ≡摘要

 総会,定鯛会,交流会,、忘年会

 1先、塵地視察研修,.硬二枷柵;等

 '巷まつり,','フトボ}ル大会地1

 一厚=拍衛寿i室壬～季筆



 (差1)平成5年度青年部活動実纐(冊,1。へ115,12,l11)

 月ゾ事項1活動内容1場所1
 1・1・1定例会1漁協会議ギ
 1・1・研修会1県漁村猷年婦人クIルーフ活動実績発表大会1鹿鵬市1
1新年会一1"=

2-8定例会11漁協会議室1
 3.l1環境保全≡海と渚を守る会発足(天然石鹸の使用)1鹿児島市1
11i

 3、,・1!研修会1全国実績発表大会出席(久木留部員)1東京

 11、・1港まつり1港ま州丁ち合わせ!漁協会議室
 ≡定例会≡≡'ノ

 3,151環境f維i海と渚を守る会署名j璽動展開漁協管内1
 1会議1いきいき鮒つ!り協議会1漁協会議室1

 :三。2工1県漁青連≡役員会1鹿児島市i
3,231研修会1西薩地区漁村青壮年情報交換金1串木野市
 1ザ・・1漁港清掃1漁港クリーン遅効1伽漁港弓
 1三.21j1港まつり1港まつり魚準備,吾智網研修会1〃,他1
-2711i1
 ・…1港まつゾ第1回ふるさと港まつり1江口漁港1
 -1・7県漁腎連j役員会一度鵬市
 4.lOi定例会i=漁協会議室
 ・1・ンll一・111齢通常1念会1i
 ゲO放流職、ヒラ父放流1川尾一漁協雌1
 定例会j一桝嘉会議室≡

 一。2I11硯停会≡西薩地区水産業改良普及事業擁避協議会地」串木野1打
 =…l17王蓑立証ね=一一海と浦を守る会署名提出

11.12;定例会

 11.1ポ1マタず放流珊、舳腱1漁協地先
 『;:県桐腎畦一役員会1鹿児唐怖
 7川i定例会11漁協会議室;
 ワド11視察研修≡先進地視察計画打ち合わせ≡〃ミ
 72い視察研修;マダイ延縄漁法及びマコIIチ種苗生産研修熊木県石.和町

 ～231;;福岡県豊前市■
 ポ・漁港清掃,漁港ク/一ン連111江口離i
 定例会i漁協会議室一

 ・.1・1交流会;西薩地区青壮年ソフトボール大会≒東市綱;
 ・…1県漁青連!繊会・県11鯖連トダー酬船,
 lo.ザ定例会

 い.1ヂ1⊥一例会

 リ・二!・1-!川鴫㌧≡側1鮒凋{
 1ど.1～一千ギ`㌔1鹿児島市1

 山」、、.。、.ガ㍗、㍉∵_一.….、.。..L.、.、....L一...._....1」川二⊥.、。

一26一



 3沽勧の二{践及ひ破一果

 それでI二才11な手一再鋤を2～3紹・介したいと思います。まず,探月1画開催している定例
 =貧ですが,こω定例会は以前は2ヵ月に1同程度の開催でIしたが部員間の連携の強化と
 漁業操.薬.トの問題の早期解決のために平成13年から婦月1iリ日前後に開催しています二
 定例会てけ、各碩行事への参加の、:と、定例清掃の打ち合わせのほか,漁業調整等の閥
 麺から漁瞭崎誇の改善,漁港を利用する遊漁者の対策二魚価安定対策のための流通問題
 名一と1二''プ,ドニみん.なで話し.合い,その結果=を取りまとめて,組合に対して青年部の意見
 (・て幌引.一・ております。細倉も我々σ)意見を真剣に取り上げてくださり・それにもと
 つき各種調整や闇題解決のための対策を協議し,いろん。な問題の円滑な前進に努めてい
 ただいておりま.す。

 つきにふるさと港まつりの参加にっいてですが,以前は東市来田丁の未来を語る会が一t1
 権て.「、二けけ王国サンドアートフェスティバル」としてグルメコーナーや活魚販売等
 雀・{・'1・、ヒして;ハましたが、一平成5年から漁協などで絹織する実行委員会か寺催するり・
 るさと港まつh」として開催されております。今て='は,活.師,・海産物特産市や捕れたて
 の魚を料理1.、たク'ルメフュスディバ,ル,胸元農難物持庫市,漁船機器メー一一カ…展示、芸
 能発表など一盛りたでさん.の擁しがあります(図3),,その中てI主に青年部か中心になっ
 て活躍1.ノて1、・ろ。)が2つのイベ・ノ㌧です。1つは,新船披.露式.で,大漁旗てI飾り付けら

 れた糊1・、属の汐船か披露され,鱗ま栄や新船の体験乗船など'が行われます。また,まっ
 ミ"、ノイニ・イベントとな1ジ〔ハるのが、魚のっかみどりで.その準備はっかみどり用の

 卸の軽保か仁、会場設営,っ1いみどりの開催まですべて部員でI実施しております。毎々参
 加苦も名一'一む:ってきており準備も大変ですが。遠くから出かけてきてく走さった観一光客
 イ・近くの町内の人たちが.元気に席を濃いかける子供たちに大きな声援をかけてく'ださ
 '」心かニユニみ、,日頃σ.1滴の書分も忘

 れてしチ、、ます。し一カニi、一,・一方では

 近所にギ寺=。く.でいる子供て'も、前担で一補

 才i、た=、フ々イ.アジ,マゴ手やカヂワレ

 等の魚の1汽柿を知らな、・lo〕には正直驚

 1キ麦した。…_・.自然どぶ才しあう機
 .きか少な1∵ご一二た.と言われております

 かユニフ);'うな一イベントを適じて,少

 i-Iて一ξ、一1二供たちフパ頭.を身近なものに感

 じても^えるように願わずにはいられ

 まサパ.。二のような一色.々な出会があ}'1

 ますこσ)港ま二)りは,地域と一体とな
 ・1た池元水産業0)PP一ができ,子供か

 らお年寄りまでがわれわれ沿岸漁案を
 醐解してもらえる1、い一・機会たと、忍、って,

 今後毛)子供たちとの稚魚、の放流体験な
 ど色々なアイデアを出しながら.よ.り

 以上に喜パーで'そ、らえる港まつりが出来
 るよう積徹的に参加していきたいと考

 えておつます。

 図3港まつりプログIラム(第2回)

 こけけ王国ふるさと港まつりプログラム

開会式

新造船入港披露式
新造船太賀丸

國吉九
繍羊丸

 魚のつかみ取り大会(小学生以下の子供対象)2回

芸能発表
 踊り
 歌謡ショー
 ギター漫談
 カラオケのど自慢大会

グルメフェスティバル

 活魚・瀬産物特産市

漁船機械展示

 江口漁港の歴史写真展

 閉会式(お楽しみ抽選会)
 チリメン振興会賞
江口漁協授賞
 港まつり実行委員会長賞
 こけけ王国賞

 チリメン詰め合わせ
 ヒラメ2匹
 マダイ3匹
 乖㈱β1匹

5組
1組
1組
1組



 砧後にヒラメの資源管理事業の参加にっいてですが,近年漁獲が減少している中にあ
 って、冬場のヒラメ資源は大変重一要となっIております(裏3)。以前から漁協単独0.〕種

 苗放流等は実1施していましたか,さいわい平成2年から広域パイロット事業も始まり大

 、・にその成果を期待しているところです(表4)。事業の推進については,青年部が中

 心となり種暗放流を行い,その後の放流効一果の把握に努めております。昨年は部員によ

 る政府.御の漁獲状況調査を普及所の指導を受けて実施しました。調査についてはあまり

 二まかい調査は船.ヒでは無理なので,野帳に水揚日毎の放流ひらめの漁.穫量と漁場,総

 漁獲尾数等について記帳しました。調査結果については,(一表5)にありますように1

 月～3ほまでの合計では,高い部員では重量で/4.2%、平均てIも5.2%の混獲率でした。

 平成5年の漁.脇全体のヒラメの水揚げは,数量て一22トン,9,478万円でしたのて',二こ

 れを単純に放流ものσ)水揚げに換算しますと,約1,140㎏、金額で約500万円となり

 ます。これは我々部員か放流ものとはっきり確認できたものだけの数字であり,実際は

 もっと高い効果があると感じています。こ=のように最近ヒラメの水揚の中に放流物が筈

 いという部員.の感触を壌f寸けるような放流効果=があることがわかって参りました。ヒラ

 メの放流効果についてはたれしも認めるところですので,今後も種苗放流を継統すると

 ともに,さらに効果を高めるために昨年漁協てI整備した中間育成施設を利鞘し,より大

 きな薩鼓を放流するたダ)に.申聞育I成をと、くりど一、㌧実施して行力・なけれはと思.ってい、表す,

 将来的にけヒ1ラメ水楊金額から穫歯経費としてヲ三引きするようなヒラメ貯金がでIきれぱ

 と言書し1≒ド1て一1、るところです。また,昨年漁協:1ニヒラメ等σ)幼稚魚、の保護のだダ)に県単

 奉葉で育1戊礁を設置していただき,そ(})場所は禁1一師とするよう働きかけて,禁漁区とし

 ていっさいの漁、薬は禁止しています。また,育成破付近にミズイカ用。,1産汎用イカシハ

 4一)投入.も話し合っているところです。そのほかヒ1ラメ刺網の操一薬期間や場所割につIいて
 (〔珂・リj決め{』ヒ弓ノ。)・テイア'の満三権ロミ亭雀・言…カ殖し,青董淵葦手坤に二11ろヒうメー黄1順ク)幸徒夫芋・増

 大一4亡H指1.、(おりますコ

 表一1山1漁協1二おけるヒラノ水揚高実績(市場年報)

601・…i

/1しい

 季額1千1ロリl!,8f1・1仰,26

 ビ2リ三j3尤一2114.つ
 'Ll一一LII一一

 ・リー一・=1311ξ:i9181221
 +一一一一一一し一一一一一十一一・・一1川

 デ州r11州・・≡…脳1・Ll・い・〃≡・…1叶外W〕≡

 江口漁協こおけるヒラメ水揚高覧級
数量

 江口漁協におけるヒラメ水揚高笑場
金頭



 .表4江口漁協におけるヒラメ放流実績

 r■』}一'I1■…7∴■一■一丁;…丁;丁■ぺ・・
!!

 尾数(平尾パ(単)1・ピ(・単)3・51(単)5:一1(1放)9.(放川

 「バ「二I■T'■.;…≡
㌦;;,†…■L1…1
 」'(豊)20≡で広)ほ一
(豊)20

つ4

(単.)4一
 徹(千尾…,1二嶋;

(広)/5一
 (広)i三1

 1一■一I一'一一一1

16≡

(単121

 一ζ広.バ3

 イ1(畦=.):町又は漁協の単独.事業
 (放):放流枝術開発事業(国庫〕
 (豊)1豊かな海づくり事業(楠舳)
 (ω:広域一栽培バイロソト事業(国庫)

 江口漁協におけるヒラメ放流実編



              1月2月3月計

              漁船名鰐整磯灘鰯鰐蓬磯聾艦鞭搬肇醗聾艦鵜鱗聲習騒聾鰯鰯聾麟藁
              A丸19日13日32.4/99.I18日33.9/73.950日66.3/173              314.4㎏3!9.2㎏3.6%              .■328.2k8961.Bkg

              B176lO.4./230.3121215.4/361151213.4/298.4443039.'2/889.74.4
              415.636L口344.31,120.9

              C15・■13一■15一・43i■為己幅
              367.8344.04D4.21,1-6

              Dユ7XX14XX16XX4τXX              337.4838.3未回収              259.4241.5

              1≡:14XX14XX12XX40XX〃
              3τ3.53τ3.8298.I1,045.4

              F1333.5/279.31153.9/290.91532.6/8D.4391110/650.61.5
              342.1431.口330.2i,m3.3

              G13一■1147.3/215.81547.2/76.339814.5/292.14.7
              346.4382.6391.11,!20.1

              H17一一工522.4/46.4ユエ一■4322.4/46.45,2
              272.9310.6219.8803.3

              I134I3.O/147.91257.4/133.21158.7/193.6361429.1/舳.76.1
              270.93D8.O273.2852.1

              J1614/47.2工321.丁/35.2一1521.6/20.64457.3/m3.27.1
              226.7151.298.94価.8

              K1221.4/6514613.2/128.114532.2/137.5401346.8/330.614.2
              241.1269.6278.8789.5

              計1632.3/769.73953.7/1309.73469.6/880.9335日89155.6/2960.35.2%

              拙法塩甫旦'L一、ノ贈帖且'1。。、 放流魚重量(kg)/漁獲量(kg)



 4今後の課題

 このように我が青年部は,本業の漁業はもとよリ各種活動に積極的に取り組んでおり

 ますが,漁業を取り巻く環境はますます厳しくなっております。今期のカジキ漁などは,

 漁期の前半のわずか2～3日間だけの大漁でした。そして,魚の価格は二束三文で,我

 々 部員も一同がっくリしました。昔から漁師は大漁貧乏といいますが,何とかできない

 かと部貫同士で協議し,漁協に間に入ってもらい,どうにか仲買人と調整し,秋太郎の

 大漁をと期待していましたが,それ以来秋大都の来遊はなく,さっぱリ獲れませんでし

 た。今回はせっかくの話合いも功を奏することは出来ませんでしたが,このような話合

 いや結束力は今後の地域漁業発展の活力になるものと信じておリます。

 また,昨年来の魚価安の問題のような一漁鵠等では解決できない大きな問題もありま

 すので,県漁青連や,県漁連等の系統団体及び県,町等の行政組織で,漁業を取りまく

 全体の問題として協議していただき,漁家経営の安定を図っていただきたいと思ってお

 ります。加えて,漁場環境の大きな問題として海砂の問題があります。本来海砂は,採

 ってもらいたくないというのが,漁業を受け継ぐ者の気持ちです。しかしながら,一方

 では砂がなければ港も道路も出来ないという現実がありますので,できるだけ自然環境

 保全や魚介類への影響が少ないよう留意した採取となるよう今後とも要望していきたい

 と思います。

 今後は,地域での活動の輪をひろげるため,チリメン振興会の後継者にも加入を呼び

 かけ,地域一体となった活動を実践するとともに,今後とも吹上浜の海の恵みと豊かな

 自然を大切に守りながら,地域漁業の振興のために我々江口漁協青年部はがんぱって参

 りたいと思います。
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 「とうちゃん,こん魚はなんけ?」

 一ヒラメ生餌一本釣りに取り組んで一

票之浜漁協青年部 福浦三則

 1地域と漁業の概要

 阿久根市黒之浜は,阿久根市の北西部に位置し,

 以前は本土から長島を経由して天草方面へ渡る渡船

 場として賑わいましたが,昭和49年,黒之瀬戸大

 橋が開通した後は,純漁村として静かなたたずまい

 を見せた集落となっています。目の前に日本三大急

 流の一つに数えられる黒之瀬戸があり,豊かな海の

 幸をもたらしています。

 黒之浜漁協は,正組合員225名,准組合員18

 5名,計410名,漁船数296隻で,中型まき網

 ・棒受網・ごち網・磯建網・潜水業など,いろいろ

 な漁業種類があり,平成5年度の漁協市場販売取扱

 高は,273トンで3億8千万円,他港水揚げが,

 13億8千万円となっています(表1参照)。

 表1黒之浜漁協年度別取扱い実績

 2青年部の活動

 黒之浜漁協青年部は,知識と技術の修得を目的として昭和60年に発足しました。部

 員は40歳以下の意欲のある者で構成されています。現在,部員は1O名ですが,一致

 団結して,藻場造成やイカシバ投入,先進地視察研修等,これから先を考えた活動に取

 り組んでいます(表4参照)。

 また,地域の祭りへの協力や阿久根市水産教室においては,地元中学生を対象にロー

 プワークや手旗信号の指導など,地域の活性化や漁業後継者対策にも取り組んでいます。

 私自身は,昨年まで青年部長を務めており,現在も引き続き県漁青連の監事をしてお

 ります。漁青連においては,各単協青年部役員と知り合う機会があり,幅広い人間関係

 と多くの情報を得ることができます。

 3ヒラメ生餌一本釣りへの取り組み

 (1)ヒラメ生餌一本釣り導入の経緯

 私は,以前からヒラメの曳縄釣りについては,知っておりました。また,ヒラメの

 生餌一本釣りにっいても話に聞いたことがありました。しかし,実際に操業に取り組

 んだのは,それから数年後の話になります。

 昭和61～62年は,カワハギのすくい網が最盛期であり,特に他の漁業に取り組

図1位置図

鹿児島県

阿久根市黒之浜

      項目年度元2345

      数量(トン)336343343315273

      金額(百万円)403434445434378

 (黒之浜漁協総会資料より)



 むことは,考えていませんでした。

 ところが,そのすくい網もやや下火になってきた昭和63年の冬のある日,4歳に

 なる息子を連れていっものように阿久根沖ですくい網の操業をしていました。その横

 で息子は,釣りをしておりました。息子は,釣りが好きで,3歳の頃から天気の良い

 日には,私と沖にでておりました。息子は,サバやカワハギの切り身を餌にアラカブ

 などを釣っておりましたが,急に大きな声で,「とうちゃん!とうちゃん!こん魚は

 なんけ?」と聞くのです。私は,忙しく「わかった,わかった,ちょ得たんか。」と

 言って,釣れた魚を横目で見ると,なんと60センチばかりのヒラメでした。私は,

 びっくりして,操業の手を止め,タモを取り,「ちょ待て,そんままやっど。」と言

 って,そのヒラメをすくいあげました。切り身の餌にエソが食いっき,それをヒラメ

 が,飲み込んだもので,サイズは,1.2ヰロあり,私は,せっかくなので息子に食

 べさせてやろうと思いましたが,息子は,じいちゃん,ぱあちゃんに説得されたよう

 で,翌朝市場に出すと言いました。年末でもあり,そのヒラメは,7,200円の値

 がっきました。息子は,突然のおこづかいに大喜びでした。その顔は,今でも忘れま

 せん。

 また,その後,すくい網の水揚げが,さらに少なくなりつつあり,ここで何か考え
 なくてはと思っているときに,すでに数年前からヒラメの曳縄や一本釣りに取り組ん

 でいた青年部の仲間から,「ヒラメは高級魚なので,けっこういい仕事になる。」と

 一本釣りの話を聞きました。

 このようなことがきっかけで,息子に先に釣られた悔しさと阿久根沖でのヒラメの

 大漁を期待して取り組み始めました。

 平成元年には,青年部の視察で宮崎県の川南町べこのヒラメ生餌一本釣りの研修へ

 行きました。川南では,豆アジを餌に魚礁周辺での操業であるとのことでした。

 平成2年から本格的に操業を行いましたが,はじめは,エソ,エソ,エソとエソぱ

 かりでした。時々,仲間の船に着けて,食いかけの餌の歯形を見てもらい,説明を聞

 き,少しつつ自信をっけていきました。4歳の息子に釣れて自分に釣れないことはな

 いと思いながら頑張りました。初めて,ヒラメを釣りあげたときは,本当に嬉しかっ

 たです。道具は簡単ですが,実際釣りあげるのは難しいと実感しました。

 その後,青年部の仲間とともに情報交換を行い,漁場を開拓しました。さらには,

 翌年の平成3年には,地域の一本釣り業者にも広まり,かなりの量のヒラメがこの一

 本釣りであがっています。

 (2)漁具・漁法について

 漁具は,図2に概略を示してありますが,特に難しいものではありません。
 餌は,大きさ1O～15センチのマイワシ,カタクチイワシ,豆アジ等を使用しま

 す。私の場合は,東町の籠船からイワシを購入しています。

 操業方法は,トモ帆を張り船を風に立てて潮で流します。オモテとトモから1人2

 本の道具を出し,オモテは,竹竿に引っかけておきます。魚探を入れてキビナ,イワ

 シの反応のあるところを重点的に流し,アタリがなければ漁場を移動します。餌のイ

 ワシはこまめに活きのよいものと取り替えます。アタリは最初スーと重くなるのでこ

 の時,糸がたるまないよう,また負荷のかからないよう,糸をくれ大きな引き込みが

 きてからあげます。取りあげは,タモですくいあげます。

一33一一



 一道糸ナイロンテグス10号

 針①

 ヨリもどし4号〃
 針②

 幹糸ナイロンテグス7号(3ヒロ)

 ㍉÷8一^
 ナイロンテグス7号(1～1.5ヒロ)

 枝糸②

 ナイロンテグス7号(10～15㎝)
 テグス4号(O.8ヒロ)

 重り鉛30～50号

図2漁具図

表2漁具構成

     名称材質規格・寸法数量

     道糸ナイロンテグスlO号50m

     幹糸''7号4.5m

     枝糸①②''''7号7号1.5～2.Om10～15cm

     釣針①②鋼''アジ針12号三叉針8号1本I本
     重り鉛30～50号1個

 (3)生餌一本釣りの効果

 ヒラメの水揚量は,生餌釣り導入により,徐々に増加傾向にあります(図3参照)。

 網によるキズもなく,活魚出荷により単価も上がりつつあります。なかなか簡単には

 釣れませんが,午前中1枚も釣れずに午後からの2時間くらいで18枚釣れたことも

 ありました。

 また,このヒラメ釣りを通してたくさんの人と交流できました。野間池漁協へ行っ

 たり,錦江漁協の青年部長が乗船研修に来られたりしました。

 昨年も西薩普及所の依頼で川内市漁協へ説明に行きました。川内の方々は,自分達
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 が放流したヒラメを他県の人たちに釣られるのは残念なので,頑張って釣りたいとの
 ことでした。実際我々の漁場も,私達が取り組むまでは,他県船が来て操業をしてま

 した。しかし,我々,18隻前後で集団操業をするようになってからは,あまり来な

 くなりました。

 単位:t

 図3黒之浜漁協ヒラメ水揚量の推移

 遊漁船業を取り入れた漁業経営

 私は,漁業を営む傍ら,土・臼を中心に遊漁船業にも取り組んでおります。専門は一

 本釣りですが,時期によっては,棒受網漁業に従事しており,寝る暇もないこともあり

 ます。

 主なお客さんは,6月から8月にかけてのタコ釣りがほとんどですが,アラカブやヒ

 ラメ釣りにも案内しています。先ほどのヒラメ生餌釣りも,遊漁者向けの釣り情報誌に

 載り注目をあびました(図4参照)。

 遊漁者というと,マナーが悪いとか,漁場を荒らすなどの悪いイメージが先に浮かび

 ますが,私の遊漁船業に対する考え方は,漁師である私がやっているからこそ,海の上

 のルールを教えることができますし,マナーについても注意ができます。まして,他の

 漁業者とのトラブルなど起こさないように,常に心がけています・

 また,静かな漁村においては,自然とふれあうなかで地元のPRにより,地域の活性

 化も図られると思います。さらには,自分自身,仕事の変化により気分転換にもなりま

 す。

 遊漁者は,海に開放感を求めて来ていると思います。ストレスの多いこの時代に仕事

 の疲れをいやしに来ています。私は必要以上に釣らせることはありませんが,それでも

 お客さんは喜んで帰ります。

 これからは,限りある資源をいかに有効に利用し,生計を立てていくかが問題になっ

 てきます。禁漁区や時間制限等の取り決めをしながら,各地域にあった,遊漁船業を取
 り入れた漁業経営というのも考えてみてはどうでしょうか。



 5今後の課題

 水産業をとりまく環境は,年々厳しくなっていますが,生き残りをかけていろんなこ

 とに取り組む姿勢が必要だと患います。

 ヒラメに関しても,体長制限等の指示を守り,地元での話し合いによりさらに資源の

 保護を考えるべき時期に来ております。

 それから,放流事業にさらに積極的に取り組んでいただきたいと思います(表3参照)。

 青年部で中間育成を行い,さらに放流効果をあげることができればと考えています。息

 子が漁業を継ぐかは,わかりませんが,息子が私より先にヒラメを釣ったように,孫が

 息子より先にヒラメを釣ることを夢見ています。どうか,その時にヒラメがいなくなっ

 てしまったということのないよう,みんなで協力して考えていかなくてはならないと思
 います。

 表3黒之浜漁協ヒラメ放流実績

年度 元

4

 数量(尾)12.00025,OO040,oO030,OO082,OOO

6おわりに

 私のような名もない漁師がこのような発表の機会をいただき大変嬉しく思っています。

 青年部活動を通じて漁青連にも顔を出し,グループ活動の重要性を感じております。ま

 た,多くの人と知り合い話を聞くことによって,いろいろなことを学びました。

 青年部の30代,40代の人たちが現在の漁業の中堅であり,ふんばりどころだと思

 います。私は,厳しい現状の中でも頑張れば何とかなると思い頑張っています。海が好

 きですし,漁業に誇りを持っています。いつでも,何でもやってやろうという意気込み

 です。みなさん,お互い,一生懸命頑張りましょう。
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表4 黒之浜漁協青年部活動実績

平成5年度事業報告書

自

至

平成5年4月1日

平成6年3月31日

主要活動事項

    年月実施事項実施内容場所

    5.4漁青連役員会部長出席鹿児島

    漁青連総会部長出席鹿児島

    三月十日祭船団パレード,魚供養黒之瀬戸海峡

    5役員会イカシバ追跡調査について黒之浜漁協

    イカシバ追跡ビデオ撮影番所鼻,八郷

    6藻場造成試験マフノリ母藻採取東町小島地先

    藻場造成試験マフノリ種蒔き漁協西側

    藻場造成試験ミリン母藻採取愛宕鼻

    役員会総会開催について黒之浜漁協

    7総会業務報告,計画等黒之浜漁協

    水産教室青年の家

    8役員会お魚祭について黒之浜漁協

    お魚祭出品物集

    新鮮お魚祭参加第3回新鮮お魚祭り阿久根市漁協

    漁青連役員会部長出席鹿児島

    9地区交流会北薩地区漁協青年部スポーツ大会長島町

    役員会先進地視察研修について黒之浜漁協

    10先進地視察研修ヤマハ八代,熊本県水産センター八代,大矢野

    11漁青連現地研修東町

    恵比須祭旗立て作業金比羅山

    12藻場造成試験ミリン沖田し八郷

    新年準備作業しめ縄作り,旗立て作業金比羅山

    6.1県漁業振興大会実績発表大会鹿児島

    新年会

    2水産教室閉講式阿久根市漁協

    3役員会黒之浜漁協

    藻場造成試験マフノリ,ミリン追跡調査漁協西側八郷

 (黒之浜漁協青年部総会資料より)
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 図4「釣恋人」平成5年1〕月号より
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 小型底曳網漁具の改良に取り組んで

志布志漁協小型底曳業者会 丸山雅英

 1地域と漁業の概要(図1,2)

 私の住んでいる志布志町は,大隅半島東部の志布志湾のほぼ中央に位置し,中世から

 港町として栄え,江戸時代には「志布志千軒の町」とうたわれるほど繁栄していた。

 近年は,昭和44年には重要港湾に指

 定され,大規模な港湾整備が行われ,今

 では巨大な飼料サイロが建ち並び,大型

 船が行き交う国際港へ変貌しようとして

 いる。

 私の〃1属する志布志漁協は,志布志町

 と有帽町の2つの町にまたがっており,

 』j三組合員161名,准綿台貞23名の訓一

 184名からなり,バッチ網.小型底曳

 綱,建網、キスまわし刺網などの網漁業

 が盛んである、平成5年雄σ)水揚げは,

 911トン,3億5千万円で,このうち

 小型底曳網が半う)くらいを占めており,

 主力漁業となっている,

 2グループの概要

 志布志には,親睦を深めることを目的に昭和54年に結成された底曳青年クラブがあ

 ったが,若者だけの集まりであったので底曳業者全体でまとまった会を作ろうというこ

 とになリ,平成元年に小型底曳業者会が発足した口小型底曳25統中23統が加入して

 おり,月3千円の会費で運営されている。主な活動は年数回の定例会で,違反操業の防

 止につとめたリ,資源管理などの学習会を実施している。また,ヒラメ放流及び標本船
 調査,クルマエビの中間育成,枇榔神社清掃,先進地視察なども行っている。昨年は初

回1位置図

 図2志布志漁協7脇け金額の推∴移



 めての試みとして仲買業者との話し合いの場を設け,認識を深め合った。その結果,ク
 ルマエビやヒラメなどはいままで漁協の活魚水槽に入れ,一括して入札していたものを
 生産者がそれぞれ発砲スチロール箱に入れて出荷する形にしたところ,入札する仲買業
 者が増えて,価格が上がった。このように地道な活動であるが少しでも底曳業者のプラ
 スになるように考えて活動している。

 3課題選定の動機

 私の父は,志布志湾でアシアカが大量に獲れると聞き,昭和35年大分県佐伯市から
 移ってきた。そして37年から小型底曳網の許可を取リ操業している。現在操業申の半

 分の人はそのようにして県外から移って来た人たちである。私は昭和50年鹿児島水産
 高校を卒業して2年半ケミカルタンカーで働いた後Uターンして,念願の底曳網漁業を

 開始した。兄もそれから数年後にUターンし,父の船に乗って操業するようになった。
 一昨年10月から,父は私と乗るようになり,兄が一人乗リとなって操業している。私

 は10数年間底曳をやっているが,網の改良については,水揚げを増やすために部分的

 にちょっと変える程度であった口しかし,業者会として昭和62年頃から島根県や宮崎

 県に漁獲物とゴミが分離できるという二段袋方式の網を視察し,また,試験をしたが,
 結局普及するまでに至らず,私自身も「こんな網の作りもあるのか」といった程度だっ
 た。ところが平成4年,愛媛県上灘漁協に業者会で視察旅行に行ったとき偶然浜で底曳
 網を見て「この網は良い。志布志に導入できる」と直感し,兄も同様の感想を持った。

 そこで,翌年に父を含めた3人の底曳業者が県の技術交流事業で再度詳細に研修を受け

 た。その結果,網の大きさや構造から安定性が良いと考えられたのはもちろん,それ以

 上に漁獲物の活きが良いのに父は驚いていた。私はそれまで「ハモ殺しの雅英」と呼ば

 れていたので,活魚主体の上灘漁協の底曳網を導入すれば活魚が増え,低迷している魚
 価アップにつながり,漁業収入が向上すると思い,早速父と共に網の改良に取り組んだ。

 4活動の状況と成果

 (1)小型底曳網の操業について

 志布志の底曳網には,一人乗りと親子で乗る二人乗りがある。二人乗リは,朝水揚

 げが済むと家で朝食をとった後,食糧を積み込んですぐに出漁し,沖で交替で睡眠を

 とりながら次の日の朝まで操業する。一人乗リの場合は,夜曳と昼曳があり,夜の場

 合は昼から出漁して朝までの操業,昼の場合は朝出漁して夜までの操業となる。休漁

 日は,第1と第3日曜日に市場が休みのためその前日の土曜日が休漁となる。志布志

 は外海に面しているため出漁できない日も多く年間出漁日数は,150～180日程
 度である。曳網時間は,4～5時間くらいで,主な漁獲物は,時期によりかわるが,

 イボダイ,ウチワエビ,ハモ,エソ,甲イカ,タイ,ヒラメなど多種多様の底着性の

 魚介類が揚がる。(図3,表1)

 (2)底曳網の改良(図4)

 底曳網は,袖網,天井網,袋網,魚捕部からなる。志布志湾では,魚と一緒に石,

 流木,竹,ゴミ,貝,カニ,ヒトデなどが入る口従来の網だと魚捕部に入った漁獲物

 はゴミや泥にもまれた状態でズレて,体表の粘液がはがれてしまい活魚ではほとん
 ど出荷できず,また鮮魚としてもランクが下がる品物となる。しかし,ハモは活魚単

 価が高いため(図5),ハモ時期だけは,曳網時間を短くして普段の半分以下の2時

 間程度で網を揚げていた日それでも半分は曳き殺していたし,活きているハモも弱っ

 ているものが多く船の活間で死んでしまうことも多々ある。ハモは,京都祇園祭リま

 では値が高く,活魚は大きさによってキロ2,3千円することもあり,鮮魚の5倍く
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 らいの価格である口そこで,ハモの活魚率向上が2段網の導入により最も改良される
 のではないかと思った。視察から帰ってから早速改良網の作成に取りかかリ平成5年

 7月から改良網で操業しはじめた。

 特に従来網と違っているのは以下の通りである。

 (1)ビームの取付位置

 (2)テグス網の使用

 (3)魚捕部の2段袋方式

 最初は,重りやアバの調整などで手間取ったが,その後は通常の時となんら変わり
 なく操業できた。水揚げも従来網の人と差は見られず,網はこれで落ちついたと思っ

 た。数年前に導入で苦労していたのがうそのように漁獲物とゴミは分かれ,ゴミはほ

 とんど下袋にあり,魚などは8割くらいが上袋に入り,非常に活きが良いのには驚い
 た。図6と表2に改良前の平成4年からのハモの水揚げ量と活魚の水揚げ量を示した。

 平成4年の7月は半分くらいの活魚率であった。ハモ狙いの短時間操業をした8,9

 月でも活魚率は6割であった。10,11月にはいって再び通常の操業に戻ると活魚
 率は半分以下となった。平成5年6月も前年同様の活魚率だが,改良網を導入した7

 月には,早速効果が表れ活魚率は7割になり,8月から9月にかけてハモ狙いの操業
 に入ると実に9割にも活魚率がアップし,ほとんどのハモが活きているという信じら

 れない結果になるとともにこの網の効果を確信した。その後通常の操業になっても活

 魚率は7割前後で推移し,6月から11月までの6ヵ月間の活魚率は77%になり,

 水揚げ金額も40万円くらいアップし,早速成果が表れた。今年になってハモの値段
 が安かったため,ほとんど通常の操業をしていたが,それでも活魚率は7割前後で推
 移している。9月に活魚率が半分に低下しているのは,台風が沖を通過しうねりがあ
 った時に操業してハモが大量(2日間で280kg)にのったためで,この2日間を
 除けば,活魚率は6割となる。このように改良網を使用するようになって改良前と比
 べてみると2割くらい活魚率がアップした。また,ハモ狙いの短時間操業をすれば,
 9割くらい活魚で出荷できる自信がついた。

 今年は,私を含め3名の業者が改良網を用いている。そこで6～10月までの生産
 者別一月当たりのハモ漁獲量と活魚率を図7に表した。改良網のハモ活魚率の平均は

 65%で,活魚率が50%を下回ることは一度もなかった。従来網の平均は50%で,
 半分は殺している状況であった。ハモを狙って短時間の操業をしても改良網の方が活
 魚率に優れていることがわかった。

 改良に取り組んだ結果として,次のような予想以上の成果が得られた。
 アビームを直接アバ綱に取付けたことで,網がよく立っているようである。志布志
 のビームはただ綱口を広げるためのものだが,取付位置を変えることで網口を広

 げるぱかリでなく,網を立たせる効果もあり,網の構造がいきてくるようである。
 イテグス網を袋網部分に使用することで水切りが良く,網の通りが良くなったよう

 である口心配されたカマスが目を刺すことはほとんどなく,他の魚種が刺すこと

 もない。全体として水揚げ量は変わらないばかりかかえって増えたようである。

 ウ2段網使用によって,ハモなどの活魚率が大幅に高まったほか,漁獲物の鮮度も
 良くなった。

 エゴミとの分別化により選別しやすくなった。人によっては魚捕部が2つあるため,
 かえって面倒ではと思うかもしれないが,ゴミが完全に分かれているため最初に

 ゴミが入っている下袋を揚げてざっと選別した後に魚はかりの上袋を揚げて選別

 することができるので以前のようなゴミの山状態から選別することがなくなリ,
 2度に分けることによってかえって選別しやすくなった。
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 5今後の取リ組み

 底曳網は,その性格から底着性の魚介類を無差別に獲っている。そのため魚種は多種

 多様にわたり,水揚げせずに投棄する魚介類がかなりある。また,逆に選別に手間がか

 かる小型魚は,水揚げしても何百円にしかならない口まわりの漁業者から「底曳は根こ

 そぎ獲ってしまう」と悪者扱いされていた。底曳網の性格から仕方がないことと思って

 いたが,この網を使用するようになって案外網目拡大は可能なのではと思うようになっ

 た。なぜならば,改良網では魚類の7,8割が上袋に行くことから下袋の網目を拡大し

 ても水揚げに響かず,選別もよリ薬になるのではと考えられたからである。そこで11

 月の下旬から思いきって下袋の網目を12節から8節に拡大して操業している。兄の船

 との比較試験結果を表3に示した。まだ,1O日程度の試験期間であるが,これまでに

 次のような感触を得た。

 (1)投棄する焦は3分の2くらいに減った。

 (2)今まで網に刺していたウシノシタやアナゴなどは,ほとんど網を抜けるようで漁獲

 されない。

 (3)lOcm以下の細長い形の魚は網目を抜けるようで圧倒的に少なくなった。

 (4)結果として選別作業が軽減され,30分もかからなくなった口

 (5)難点は8節の網だとカマスやエソがウシノシタの代わりに網目に刺すようになった
 ことである。

 水揚げを他船と比較してみると,小キスが4分の1ぐらいになり,エソが半分くらい

 になった。しかし,小キスは単価が20円くらい,エソは40円であるから,水揚げ金

 額全体ではほとんど影響がない。

 網目に刺すエソは,胸鰭まで突っ込んでおリ取リ外しには非常に手間がかかるので,

 操業申は無視して操業が終わってから頭をちぎって取り外している。そして,このエソ

 は婦人部で雑魚加工している母に渡し,母がミリン平しにしている。

 問題はいかに網目に刺す魚を減らすかということと小エビ時期はどうなるかという点

 である。しかし,実際に操業してみてもうひと工夫すれば十分導入できる手応えを感じ

 ている。今後はこのような改良を業者会全体に広めて,より楽な操業で,資源に優しい

 底曳を目指していきたいと思っている。そのためにも,漁協をはじめ関係機関のご指導,

 ご協力をいただきながら取リ組んでいきたい。
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 図3平成5年萬吉丸の魚種構成(水揚げ金額)

 イボダイ(12.6之)

 ウチワエビ(12.6幻

 甲イカ(1ユ.5%)

 ハモ(9.2完)

タイ(6.5%)ヒラメ(5.2%)
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 クルマエビ類(3.7%)
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雑魚(2.7二;)
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 カマス(2.眺)
 フグ類(i.8Z)

 マトワタイ(1.跳)
 その他イカ類(1.6芝)

 その他(μ.ω

 表エ小型底曳網の主要対象魚種及び漁期
             魚種名1月2月3月4月5月6月7月8月9月1O月11月12月

             イボダイI'■I.一一一一.一■一一■一しI一一一
             ウチワエビ

             ハモ

             甲イカ0             クイ類一一■''I一一一I'■I一一1一
             ヒラメ

             クルマエビ類

             エソ.■'■.I■'一.

             カマス,一L
             小エピ

             シマイシガニ



図1小型底曳網漁具図
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 図5ハモ単価の推移
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 表2ハモ時期(6～11月)における水揚げ実績
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 図6萬吉丸のハモ水揚げ実績
 (平成4年1月～6年11月)

従来綱 改良綱

鮮魚

活魚

平成4年 平成5年 平成6年

 図7ハモ水揚げ量と活魚率の比較
 (平成6年6～10月)

 一月当たりの水揚げ量(kg)

改良網
従来網



 表3網目拡大の比較試験結果
    12節(従来通り)8節(網目拡大)量の比較

    水揚した1魚種名漁獲物並    量(k9)1金額(円)1量(kg):金額(円)12節

    一!小エソ一173・O16,9201120,014,800i0.69

    !甲イカ1ハマガレイ84.6130,92661.8128,1950.73    20,616,539一一14,915,230一0.72
    iキス(大)10.4=5,3559.5=5,8810.91
    1キス(小)6.5=130■2.0=40,0.31
    !カマス7,712,34827.5=9,3263.57
    1エバ    !1タイ14.91447一19.5=657一1.31    2,211,0344.8:2,2502.18
    :シバ9.019997.71595■0.86
    !クルマエビ類一1.7514,1481,613,8270.91

    !アジ仔1'iトプカニ15,011,400正O.012,3400.67    8.0=16,768一.6.5-9,310,0.81
    1その他38.6=5,66789.1=14,577'2.31
    ・!合計一392.25182,681「'    374.9187,028O.96
    一一

    主な投棄魚ネズッポ,ヒメジアオアジ,アジ0.77
    アオアジ,アナゴイワシ,ネズッポ
    カンゾウヒラメヒメジ,カナガシラ
    エソ,ウシノシタグチ,ウシノシタ
    カナガシラ,エバエバ,小イカ
    グチ,小イカ,アジ
    ヒトデ,タッシロガヒトデ,タッシロガ
    イ等の貝類,トラフイ等の貝類,トラフ
    カラッパ等のカニ類カラッパ等のカニ類

    0■I一一一■■一一一■IL一一一一'一一'一■一一一一■一一■一■一一''■Il一'一一1一'一一■

    約195k9約150k9

    網目を刺す魚種ウシノシタ,アナゴエソ,カマス
    カンゾウヒラメ

    選別時間30分から40分20分から30分

    試験実施日:平成6年11月21日操業回数:4回
    1回の曳網時間約4時間

    曳網速度:2ノット前後①lO時～14時
    ②!4時40分～19時5分

    操業場所:高埋沖③19時40分～23時30分
    水深50m～70m④0時～4時
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 明日を担う青壮年部活動

名瀬漁協青壮年部 瀧皿1 和幸

 1地域と漁業の概要

 名瀬市は鹿児島から南へ約380㎞離れた洋上に

 ある奄美大島の中央に位置し,北は東シナ海,南は

 太平洋に面しています。

 亜熱帯海洋性の気候で四季を通じ温暖・多湿で,

 年間3,000㎜を越える雨が降ります。夏は南,

 冬は北からの季節風が強く時化の日が続き,漁に影
 響を及ぼすこともあります。

 市の面積は128k㎡,人口は4万5千人で,産業

 はサービス業・卸売業等の第3次産業の占める割合

 が多く,古くから群島の拠点都市となっています。
 名瀬漁協は組合員425名(正組合員169名,

 準組合員256名)で,漁業は一本釣りを主体とし
 て刺網,延縄,潜水漁業等が営まれています。

 平成4年の漁業生産量は1,139トン,生産額
 は8億9千7百万円で,魚種としては浮魚礁を利用

 したカツオ・マグロ類等の漁獲が多く,次いでチビ

 キ・ホタ等の瀬物類となっています。

 2組織及ぴ運営

 我々の青斗.L年部は平成3年4月に発足し,同時に県漁協青年部連合会に加盟しました。
 これは他の青年部との交流を通し,地域に限定されない広い視野を培うためです。
 現在,27名の部員が所属し,部長1名・副部長2名・書記会計1名・監事1名の他,
 活動内容等についての助言,相談役として4名の評議員をおき運営しています。
 部貝は下表のとおりの年齢層で,ほとんどが潜水漁業(ほこ突き)を営んでいます。
 年間の活動費は,部費,漁協からの助成金の他,市等から依頼を受けるマダイ放流等

 の事業活動費でまかなっています。

図一1 名瀬中位置図

種子島
 屋久凄i

奄美大島

名瀬市

徳之島

沖永良部島

与論島

 表一1漁業生産量・生産額の推移  (単位:トン:百万円)

*資料:大島支庁商工水産課



 3活動の概況

 我々の活動の根底には,年長の方々の口から,そして実際自分達でも目にした「ホン

 ダワラ等の海藻が茂り,ガシチが腐るほど採れた海。キビナゴが時期になると湾内に大
 きな群れとなって入ってきた海。ヤコウガイがイセエビが,等々」昔の豊かな海を,取

 り戻したい,少なくとも現状より悪くならないようにして後世に残したいという願いが
 あります。このため「資源の維持と増殖,漁場環境の保全」に力を入れています。

 (1)資源の維持と増殖

 アマダイ・イシガキダイ放流事業
 名瀬には適当な湾がなく,マダイを放流しても定着するか疑問があり放流を見送っ

 ていました。しかし,漁船漁業の生産量・金額は伸び悩み「獲る漁業」からrつくり
 白てる漁業」への転換の必要性は高まる一方で,民間の種苗生産施設が設置されるの

 を機に,市の助成を受け平成5年度からマダイ放流事業を実施することになりました。

 5年度は平均全長91mのマダイ約1万7千尾を,6年度は90㎜のマダイ約1万

 7千尾と50㎜のイシガキダイ約5千尾を,名瀬港内に放流しました。放流には次の

 世代を担う子供達に栽培漁業の必要性を認識してもらいたいと思い,地元の小学生等

 を招き体験放流を行いました。子供達を始め参加者が喜ぶ様子を見ると,海に親しむ
 機会を増やすこうした活動は,一般の方々の水産業に対するイメージの向上や後継者

 育成にもつながっていくのではないかと感じました。

 放流の成果はすぐには現れませんが,気持ちは大きく持ち,じっくりと腰を据え,

 取り組んでいくつもりです。

 表一3マダイ・イシガキダイ中間育成結果(尾数:干尾,全長:㎜)

図一2

 マダイ放流等位置図

         受入れ育成放流
         魚種          年月日尾数全長日数年月日尾数全長㍉          「。

         5.5.312060276.6.2717.491赤崎
         マダイ          6.5.302060346.7.317.090ノ

         ^!
         イシカーキダイ)         6.6.2554586.7.34.850・ノ

         一
         '

         “・一'

         立神

         勉。

         体験放流//          放流場所

 
        
一         'イ放流等位置図駄・!

         ＼佐大熊山羊島
 イ放流追跡調査事業

 亜熱帯域の栽培漁業確立のため,県が実施されているヤコウガイ等の放流追跡調査

 に積極的に協力しています。

 ヤコウガイは,平成4年3月に崎原地先に平均殻長18mと5㎜の種苗をそれぞれ

 600個と5,000個,5年12月に朝仁地先に15㎜の種苗を2,000個放流

 し追跡調査を行いました。結果は崎原も朝仁も逸散したのか,食害にあったのか5ヶ

 月後までに棲息を確認できなくなりました。特に朝仁についてはドロの流入が目立ち,

 これが何らかの影響を及ぼしたのかも知れません。
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 シラヒゲウニは6年8月に名瀬港内の山羊島トンネル前の浜に平均殻径17㎜の種

 苗を1,200個放流し,1ヶ月後・2ヶ月後の調査では,それぞれ76個・工O個

 を確認しました。

 トコプシは今年6月に崎原地先に平均殻長34㎜の種苗を7,000個放流し,こ

 れから海の状況を見て調査する予定です。

 現在までの追跡調査の結果は,満足のいくものではなく心残りですが,歩留まり向

 上のために,放流種苗の大型化・棲み場の造成・調査場所等について,検討していき

 たいと思います。

表一4  ヤ]ウガイ放流追跡調査  (個数:個,殻長:㎜)

 ∵普ビ㌻㍗

図一3

 ヤコウガイ調査位置図

表一5  シラヒゲウニ放流過跡調査  (個数:個,殻径=㎜)

 ■両衛{箏与帝1玲

図一4  シラヒゲウニ調査位置図

 コンクリートブロックで区画(3.5

 x3.Omを造り、食害防除の紹(4m
 角)でおおった。



 ウイカ類増殖事業

 イカ柴の投入はミズイカの産卵場造成と資源保護の目的のため,発足当初から取り
 組んでいる事業で,これまでに600個を小湊地先・長浜地先等に投入しています。
 ほとんどのイカ柴で産卵を確認し「効果は大きい」と考えられますので,毎年続けて

 いく予定です。

 また,新しい試みとしてコブシメの産卵床の設置を6年1月と2月に行いました。
 これは日本栽培漁業協会八重山事業場に視察研修にいった時に教わったもので,自分

 達の漁業とも関係が深く期待していたのですが,産卵床が流失したり泥を被ったりし
 て,産卵の確認はできませんでした。

 しかし,納得がいかない我々は,r天然で産卵しないのなら水槽の中で産卵させて育
 てよう」と,名瀬漁協の2階に円型水槽を設置して,コブシメのつがいを入れ産卵試
 験を試みたのですが,産卵しないうちに死んでしまいました。水質管理等の技術的な

 問題もあり,我々の力では産卵試験の継続は難しいようですが、産卵床の設置につい

 ては,沖縄では産卵の報告がありますので,今後も場所を検討しながら設置・調査し

 ていきたいと思います。

 表一6イカ柴役人実績

年月
3.5

4.2

4.5

5.5

6.5

場 所

名瀬港内

 名瀬港内、小湊地先
名瀬港内

小湊地先
名瀬港内

個数

100

200

100

 工OO

工00

図一5  イカ柴投入位置図

図一6  コブシメ産卵床設置位置図



 (2)漁場環境の保全

 各種の増殖試験を試みても,受入れる海が汚れていたのでは効果もあがりません。こ

 のため月並みですが,漁場環境の保全として,ゴミ箱の設置や海岸清掃に取り組み,ま

 た,一般の方の協力も必要なのでマダイ体験放流等の際,児童をはじめ集った方々に周

 辺の清掃をお願いし,自ら汗をかき作業をしてもらうことで,一層のモラル向上を図っ

 ています。一人一人が今より少し注意してくれれば,海は今より綺麗になるはずです。

 ゴミを拾うことより捨てないことを心掛けたいものです。

 以上の他,地域水産業の振興・活性化のため,お魚まつりや産業祭への出店をはじめ

 奄美祭りの舟漕ぎ競争に出場したり,部員の親睦のためゴルフコンペを開催したりと楽

 しく活動していますが,関連してふれておきたいことがあります。

 それは我々が「手作り集団」であるということです。

 部員に調理士,建設・水道の工事技術者等を抱えており,活動後の反省会に出すオカ

 ズの調達・調理はもちろん,マダイの中間育成用の生費,コブシメの産卵床・産卵試験

 用の水槽,果ては漁協製氷施設外壁の保全修理等まで手掛け,またゴルフコンペの商品

 にしても飲食店と交渉して,ボトルキープ券やチャージ券を作ったりしています。単に

 業者に発注するのではなく,出来ることは自分達の手でコツコツ行うのも青壮年部活動

 の良さではないでしょうか。

 4効果的な活動のために

 こうした放流,海岸清掃等の活動や必要性は,単に漁業者だけが実行・認識しても自

 己満足で終わってしまいます。「放流した魚や貝は漁業者だけが獲るのか?ゴミは漁業

 者だけが出すのか?」考えていくと,やはり一般の方々が我々の活動を理解し協力くれ

 てこそ,結果がともなってくると思います。

 「手間と金を掛けずに我々の活動を広く紹介する方法は?」rマスメディアの活用!」

 答えは簡単でした。我々が何か活動する際には,新聞杜に連絡を入れ取材をお願いし,

 たとえ担当者が来ていただけない場合でも,写真を提供し紙面に掲載してもらっていま

 す。地元紙ではありますが,一面トップを飾ることも度々で,一般への理解を深める効

 果は大きく.今後も情報を提供していきたいと思います。

 5今後の課題

 (1)自分達の足場を固める.

 発足から4年目を迎えますが,我々なりにいろんな事に取り組んできました。むしろ,

 躍起になって活動してきた感もあり,取り込みすぎたような気がします。

 当初31名が団結して活動しようと発足したのですが,現在では部員も減り,しかも

 行事への参加者が15名ほどに固定化してきました。無理な活動があったのではと反省

 もしています。

 漁業者は生活の糧を得るため海に出る分、外部との交遊範囲が狭くなりがちです。し

 かし,青壮年部の活動はいろいろな人との出会い・交流の機会を増やしてくれます。活

 動の成果を求めることは大切ですが,活動を通して相互の融和を図ること,信頼関係を

 築いていくことも大切で,全員が参加できるような,また青壮年部に入りたいと思われ

 るような活動を心がけたいと思います。
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 (2)地域を越えた活動

 他の漁協青年部でも同じでしょうが,我々は市の水産振興対策協議会等の委員,産業

 祭への参加等r地域に根ざした活動」を心掛けています。しかし我々が強く感じるのは,

 「奄美群島の地理的な特殊性を考えると,各地域内だけの活動に固執しては,いずれは

 群島の水産業が廃れてしまうのではないか,地域を越えた活動が必要ではないか」とい

 うことです。このため,他の青年部の活動に協力したり,頻繁に交流したり,奄美群島

 水産振興協議会が主催するrお魚まつり」に率先して参加し,他の青年部と合同出店し

 て,青年部間の連携を図っています。

 平成6年2月に群島の若手漁業者が集まりr奄美群島水産青年協議会」を発足させま

 した。これも互いの融和を図り協同意識を向上させる事が,将来の群島水産業の活性化

 につながるという意識の高まりからです。各々の青年部活動には限界があるため,これ

 まで以上に青年部間の連携を図り,群島全体で協力していけるような体制の確立に努め

 たいと思います。

 (3)これまでの活動を継続していく

 地味な活動でもいつかは実る。「継続は力なり」の精神で頑張りたいと思います。

 我々は放流や追跡調査の後,また海岸清掃の後と何かにつけ飲む機会を作ります。こ

 れは単に労をねぎらう場と言うだけでなく,現在の水産業が抱える問題や疑問,また将

 来の水産業のあり方や自分の夢を語り会う場でもあります。これからの水産業を担う一

 番手は我々青壮年部であり,群島のみならず水産業が抱える問魍が今後大きくのしかか

 ってくるのも我々に対してです。

 これからも大いに飲み,そして語りr明日を担う活動」に取り組んでいきたいと揮い
 ます。
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表一7  平成5年度及び6年度活動実績

年月口

5.3.6

9

17

4.7

23

26

5,1

2

31

6,27

7.20

22

28

31

8.11

12

15

27

9.30

10.1

20

31

12.21

22

6,110

J2

13

28

2.1

21

24

27

28

3.8

11

24

活動内容

平成5年度青壮年部迎常総会

 ヤコウガイ放流(崎原地先)

 ヤコウガイ追跡調査

漁青連投貝会

漁青連通常総会

 役員会・コブシメ放流検討会

 イカ柴投入・ヤコウガイ追跡調査

 マダイ中間育成イケス準備
(13口.19日)

 マダイ峠1脚育成開始(山羊島前)

 マダイ体験放流(伊津部小児童)
 (26日マダイ標識装着)

海岸清掃

名瀬市水産振興対策協議会

役員会

 奄美まつり(舟漕ぎ競争)

海岸清掃

 イカシバ・ヤコウガイ追跡調査

密漁監視

 組合長と語る会・漁青連役員会

漁青連役員会

 漁青連ソフトボール大会

 役員会・お魚まつり検討会

 お魚まつり(30日会場設営)

 宇検村漁協青年部との交流会

青年椰研修会(宇検村)

 海岸滴掃兀』ゴミ箱制作

 役員会・]ブシメ産卵床作成

 コブシメ産卵床設置(第1回目)
(25日産卵床回収)

 コブシメ産卵試験(水槽制作)

 コブシメ産卵床設置(第2回目)
(20日産身同庁匝1叫又)

 コブシメ産卵試験(本棚設置)

奄美振興研究会協会役員会

名瀬市産業祭出店

平成6年度青壮年部通常総会

漁青連投貝会

 コブシメ産卵試験片付け
 (3日オス,5日メスヘい死)

住用村漁協魚礁追跡調査協力

年月日

64.l

Ii

13

]5

25

5.6

9
13

16

21

25

30

31

6.2

12

15

16

21

23

24

25

7,3

5
6

13

20

8,18

9.1

18

21

30

1014

23

24

30

11.13
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活動内

 製氷施設保全・修理作業～2日

 ヤコウガイ追跡調査

 先進地視察(出水・阿久根他)

 漁青連役員会・lO周年記念式典

 学習会・漁協ゴルフコンペ

 マダイ巾閉育成打合せ

 マダイ放流事業言1一画協議

 イカ柴準備14日に投入

 マダイ等放流計画協議

奄美群島水産青年協議会役員会

 水産技術研修大学(前期)～26日

 マダイ等中間育成用土賛組立て

 マダイ中間育成開始

 イカ柴追跡調査

 港内清掃(マリンブルークサン作戦)

 海の記念日実行委員会

 観光業界と語る会

 トコブシ放流(崎原地先)

 水産技術研修大学(後期)～24日

 組合長と語る会

 イシガキダイ中間育成開始

 マダイ稚管放携鵜纏薯;
 生用村漁協青年部活助協力～下旬
 (タイワンガザミ中間育成等)

 先進地視察(屋久島・稲子島他)

海岸滴掃

 海の記念E1式典参力11

 シラヒゲウニ放流

 お魚まつり実行委員会

 漁協周辺の一一・斉清掃

 漁青連ソフトボール大会・交流会

布美群島水鹿青年協議会役員会
 及びお魚まつり実行委員会

 シラヒゲウニ追跡調査

 奄美群島水産青年協議会総会及び
 お魚まつり(22日準備)

奄美群島漁業振興大会

 ム・れあい祭出店(29日準日)

 水症青一年協.議会ソフトボール大会




